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この事業は、競輪の補助金を受けて実施 したものです
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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果 たす もの と期待

されている。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情

報化社会の形成が期待 される。 さらに海外に対 して提供可能なデータベースの

整備は、国際的な情報化への貢献および 自由な情報流通の確保 の観点か らも必

要である。 しか しながら、現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが

国独 自'のもの は1/3に す ぎな いのが現状 であ り、わ が国デv・一一・一タベ ースサ ー ビ

スひい てはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独 自の

データベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発 を強力に促進 し、

データベースの拡充を図る必要がある。

このよ うな要請に応 えるため、(財)デ ー タベース振興 セ ン ター では 日本 自

転車振興会か ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築お よび

技術開発 について民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事

業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域お よび産業の発展の

促進 に寄与す ると考 えられているデータベースの構築 とデー タベース作成の効

率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 した ソフ トウェア技術 ・

ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 され るデータベー

ス構築 ・技術開発促進委員会(委 員 長 前 山梨学院大 学教授 蓼 沼 良一氏)を

設置 してい る。

この 「ハ イ ビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促進用データベースの構築」は平成

6年 度 のデ ータベー スの構築促進 および技術開発促進事業 として、当財団が財

団法人大阪科学技術セ ンターに対 して委託実施 した課題 の一つである。 この成

果が、データベースに興味をお持 ちの方々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸

いである。

なお、平成6年 度 デー タベー スの構築促進 お よび技術開発促進事業で実施 し

た課題は次表の とお りである。

平成7年3月

財団法人 データベース振興セ ンター



平成6年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道ニ ュー スのマルチ メデ ィアデー タベ ース構 築 日本電子計算㈱名古屋支店

2携 帯型電子新聞プロ トタイプの開発 ㈱ 日本経済新聞社ノ㈱ 日経データ

社 会 3SPORTSPOWER㎜EXの パ イ ロ ッ ト版 デー タベ ースの構築 ㈱ ビデオ ・リサー チ

4画 像付き地図資料データベースのプロ トタイプの作成 (財)地 図情 報セ ン ター

5パ ソコンを利用 した副作用症例データベースの構築調査 協立医師協同組合

6関 西イベ ン ト&プ ロジェ ク トデ ータベー ス構 築 ㈱京都新聞社

中小企業振興 7ハ イビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促進用データベース構築 (財)大 阪科学技術センター

地域活性化 8分 散協調型データベースのための高度運用 システムの開発 ㈱エ マーズ

と学習支援環境への応用

9電 子デバイス情報の電子化 ドキュメン トのプロ トタイプ作成 電子デバイス情報サービス㈱

海 外 10海 外ユーザ向けの国産データベース検索支援用端末 ソフ ト カテナ㈱

ウェア の開発

11連 想検索 写真 デー タベー スのプ ロ トタイプ作成 シャープ㈱

12レ ーザー研 究デー タベー スの構 築 (財)応用光学研究所

13砂 漠化防止技術データベース ㈱新産業創造センター

技 術 14メ ディア変換型感性データベースの構築方法の研究 (財)イ メー ジ情報科学研究所

15フ ォール トトレランスな多デ ー タベ ースサーバ システ ムに ㈱ シネ ジャーナル プ ロダクシ ョ

関する調査研究 ン

16創 出キー ワー ドの自動付与に関す る調査研究 ㈱ エ レク トロニ ック ・ライブ ラ

リー



はじめに

近年、ハイビジ ョンを中心 とした大型映像システムは、各市町村 の公共施設

に急速に導入 されてきたが、同時にその ソフ トの不足、 とりわけ大型映像 ソフ

トの流通の仕組みの未整備が施設を有効に活用す るための重要な課題 として顕

在化 してきた。

今回、当財団では(財)デ ー タベース振興セ ン ター よ り委託を受 けて、近畿

新映像マルチユース協議会のご協力を得て、大型映像データベース作成委員会

のもとで 「ハイビジ ョン大型映像ソフ ト流通促進用デー タベースの構築」を実

施 した。

このデータベースは、これまで近畿新映像マルチユース協議会が全国の関係

機関を対象に調査 してきた大型映像 ソフ トの内容をデータベース化 し、課題 と

なっている大型映像 ソフ トの流通促進を図 り、地方 自治体等の ソフ ト不足の解

決 と施設の有効利用 を図ることを目的に構築 したものである。

本報告書は、 このハイビジョン大型映像 ソフ ト流通促進用データベース構築

に関す る研究結果を取 りまとめたものである。

本研究の実施 にあた り、多大なご協力を賜った大型映像デー タベース作成委

員会委員およびデー タをご提供いただいた関係各位に感謝の意を表す ると共に、

本研究が大型映像 ソフ トの流通促進に役立つことを願 うものである。

平成7年3月

財団法人 大阪科学技術センター

会 長 成 松 啓 二
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第1部 計画書

1.1計 画 名

「ハ イ ビ ジ ョ ン 大 型 映 像 ソ フ ト流 通 促 進 用 デ ー タ ベ ー ス 構 築 」

PromotionalDatabasefbrHigh-VisionImageSoftwaredistribution

(略 称:PDH)

1.2研 究 目的 および必要性

ハイ ビジョンを中心とした大型映像システムは、各市町村の公共施設に急速

に導入 されてきたが、同時にそのソフ トの不足が顕在化 してきた。そのために、

大型映像 ソフ トの内容 をデータベース化 し、大型映像 ソフ トの流通促進を図 り、

地方 自治体等のソフ ト不足の解決 とシステムの有効利用を行 う。そのためには、

既存のハイ ビジョンに使用可能なソフ トをユーザフレン ドリィでかつコンパク

トな形のデータベース・システムの構築を行い、それ を配布す ることとす る。

本データベース構築計画では、具体的に、

①試用デー タベースの構築

②配布デー タベースの構築

③上記の運用のためのユーザフレン ドリな周辺ソフ トウェアの生成

が必要とされ る。

1.3作 成 物 イ メ ー ジ

開発 す るデ ー タベ ー ス は 、 「ハ イ ビ ジ ョ ン大 型 映 像 ソフ ト流 通 促 進 」 を 目

的 とす る。 使 用 す る ハ ー ド ウ ェ ア は 高 性 能 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(WS:Work

Station)、 高性 能 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ(PC:PersonalComputer)ま た は パ ー ソナ

1



ル ・ペ ン コ ン ピ ュ ー タ(PPC:PersonalPenComputer)と し、 ソ フ トウ ェ ア は そ れ ら

の 機 器 で 使 用 可 能 な 関 係 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム(RDBMS:RelationalDatabase

managementsystem)と す る。

'、
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MainComputerSystem

, ア 、

ImageOutputDevice
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ト 」

一 一

」 」
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SoundOutputDevice
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」

一

'

、

、
MemoryStorageDevice

」

一

図1.lUserHardwarearchitecture
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図1.2Developmentsystem

使 用 す る ソフ トウ ェア は 、ユ ー ザ フ レン ドリィ環 境 の達 成 と経 済性 を重 視 し、

開発 用 に は ワー ク ステ ー シ ョン を 、ユ ー ザ 用 に は パ ー ソナル コ ン ピュ ー タ と し、

とくに ユ ー ザ 用 に は業 界標 準 のGUI1と そ の周 辺 の プ ラ ッ トフ ォ ー ム を採 用 す

る。 そ の構 成 を図1.3に 示 す 。

1【GUI】graphicaluserinterface(GUI)図 形 や 画像 に関 す る人 間 の 能 力 と

対話 を 円滑 にす る シ ステ ム を指 すwindowsで は 、GUI標 準 部 品 と して マ ウス 、

メニ ュー 、ウイ ン ドウ、ア イ コ ン、ダイ ア ログ ・ボ ック ス な どを 定義 して い る。
一 般 的 にGUIは

、 ウイ ン ドウ・シ ステ ム(WS)、 イ メー ジ ン グ ・シ ス テ ム(IS)、 ア

プ リケー シ ョン ・プ ロ グ ラム ・イ ン タ フ ェー ス(API)の 三種 類 の 要 素 か ら構 成 さ

れ る。ISは 、 フ ォ ン トや 図形 の 表 示 方 法 の 定義 や 描 画 機 能 を も提 供 す る。API

は応 用 プ ログ ラム に必 要 な ウイ ン ドウ、 ア イ コ ンな どの表 示 を指 定 で き る。

2



OperatingSystem&Windows

PCDOSver.6&Windowsver3.1

図13Softwarearchitecture

取 り扱 うデ ー タ の 形 態 は、 静 止 画像 と文 字 とそれ らに関連 す る予備 情 報 と し

て の動 画 ・音 響 系 情 報 が含 まれ る。 した が っ て 、使 用 す る シス テ ム の パ ッケ ー ジ

は 図1.4と な る。た だ し、動 画 ・音響 系情 報 は 将 来 の 拡 張 に備 え るた め の もの で 、

今 回の 開発 デ ー タベ ー ス には含 め な い もの とす る。

GraphicalUserInterface

Package

DatabaseManagementSystem

Package

{伽p㌶ ㍗ 』s、

StaticImageAccessPackage

[
Installation&Backup

Package

UtilityPackage

図1.4Systemoverview

これ らの 情 報 の保 存 お よび配 布 メデ ィア はCD-ROMま た は フ ロ ッ ピー デ ィス

ク(特殊 な場 合)が 基 本 とな るが 、 開発 はす べ て ハ ー ドデ ィス クを メデ ィ ア と し

て行 うこ と とす る。

1.4構 築 範 囲

本データベース構築では、最初にすべてのデータ(文 字お よび静止 画)の プ ロ

トタイプ ・デー タベ ー スを作成す る。題材は当然なが ら 「ハイ ビジ ョン大型映

像 ソフ ト流通促進」に焦点をあてるが、その分野に関係する部分 も含むことと
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する。量的には550件 程度 のデー タの組 となる。作成組織は、当財団に関係する

教育担当者に、データベース作成 を含む各種協力、実験などを依頼す る。

図1.5FieldofPrototype

具体的なデータの種類 は次のようになる。

①文字データ

②静止画像データ

③動画像データ(対応検討のみ)

④音データ(対応検討のみ)

静止画像のデータ形式は以下のものよ り委員会で決定す る。

AI

BMP

BMP

BMP

BMP

BMP

AdobeIllustratorAI
Bitmapdisplay(OS/2)
WindowsRGBEncoded
WindowsRLEEncoded
PMbitmap
PMbitmap24bitsDIB(OS/2)

CPIColorlab.24bits

DBWindowsRGBEncoded

DIBWindowsRLEEncoded

DVAVideoLogicDVA

DRWMicrographicsDrawing

EPSAdobeillustratorEPS

EPSEncapsulatedPOSTSCRIPT

EPSEncapsulatedPOSTSCRIPTwithoutTIFFPreview

GIFGraphicInterchangever.87aNon-interlaced

GrFGraphicInterchangever.87ainterlaced

GrFGraphicInterchangever.89aNon-interlaced

GIFGraphicInterchangever.89ainterlaced

GRFMicrographicsGraph
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HPHP(}raphicsLanguage

PCXPublisher'sPaintbrush(ZsoftImageFile)version5

PICMcrographicsPicture

PSPOSTSCRJPT

TGATnleV

TGATmeV

TGATrueV

TGATrueV

TGATrueV

sionTarga8bitsNocompression

sionTarga8bitscompressed

sionTargal6bitscompressed

sionTarga32bitscompressed

sionTargaM8compressed

TIFTagImageFileFormat

TIFFAIdusTIFFNocompression

TIFFAIdusLZWCompressed

TXTAnsiText

WMFWindowsMetaFile

WMFWindowsMetaFile24

WPGversion5.O

WPGversion5.l

IMG,JAS,MAX,MSP,RAS,RLE,WPG

1.5研 究 推 進 日程

研究は委員会を月1回 程度開催 し、デー タベースの進捗状況の把握や 内容、

および各種の問題点について検討する。大体の 日程は以下のとお りである。

データの収集および検討
データフォーマッ トの検討
データベースの設計
データの入力
データベースの試運転
報告書作成

原 稿 締 切02/24/95

製 本 締 切03/20/95

7月8月9月10月11月12月1月
一 〉
⇔
一
一

⇔

1.6提 出物 件

本計画での提出物件は次の二つのものとす る。

①一次、二次データベース仕様書
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②報告書

1.7研 究 グル ー プの人 的構成

委員

上向井照彦(甲子園大学)

松田 稔(大阪電気通信大学)

丸谷洋二(大阪産業大学)

事務局

小川 裕策(大阪科学技術センター)

栂村 哲夫(大阪科学技術センター)

芝本 亘司(大阪科学技術センター)

谷口 直男(大阪科学技術センター)

牛川 和彦(大阪科学技術センター)

1.8研 究 の期待 効果

全国レベルの流通可能な映像 ソフ トをデータベース化するので、全国の関係

機関で利用できるためソフ ト流通支援 として全国的波及効果がある。それ らの

データは、データのみ としても活用が可能であ り、各 自治体な どですでに使用

されているデータベースな どに簡単に組み込むことが可能 と考えられ る。また、

地域の活性化 として考えられている多くのイベ ン トや町づ くりに先進技術の成

果が取 り入れ られ、経済活性化に大きな効果 をもたらす ことが予想 され る。

1.9開 発 の背 景

本研究の背景 としては次のよ うな点が考 えられる。

ハ イ ビジ ョン ・ハ ー ドウェ ア の 普 及

マル チ メデ ィア 系 ソフ トウ ェア の 普 及

コ ン ピ ュー タの ダ ウ ンサ イ ジ ン グ/ラ イ トサ イ ジ ン グ
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二次記憶装置の大容量化

処理速度の向上

視認化、聴認化の要求

1.10今 後の発展計画および状況予測

マルチメディアデータベースでは,文 書、図面、写真 、動画像 、 さらには音

響を含めた多様な情報をコンピュータを介 して統一的に 自由に操作 し、利用で

きる。多量の画像情報などを蓄積 ・管理 した り表示す るな ど、ユーザーが高度

な活用をできるための情報アクセス手段や演算操作手段な どを提供 している.

映画や静止画 な どの画像情報 は人間にとって理解 しやす く、 しか も大量の情

報を含んでいる。そのためオフィスはもとより、教育機関、公共施設、家庭 な

ど一般社会においても画像や音響情報の活用を可能 とし、これを今後の社会基

盤、産業基盤の一つに位置づけようとする考え方が最近顕著になってきた。

辞書や百科辞典をマルチメデアデータベース化することの特徴は,こ れ まで

文字ベ ースで情報 を検索 していたものに映像や音が加わるだけでな く,人 間の

曖昧な記憶 を コンピュー タによってサポー トしてもらえることにある。言葉の

関連性や条件一致,部 分一致 とい った機 能 を使 うことによって,紙 には ない使

いやす さを提供 して くれる。
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第2部 デー タベースの構築

ハイビジ ョン大型映像 ソフ ト流通促進のためのデータベースを構築す るに際

し、すでに書籍 として配布 されているソフ ト台帳 を電子化するにとどま らず、

以下に示すような特徴を持たせることとした。

(1)操作 の容易 なシステ ム

・コン ピュー タシステムを使用 したことがない人でも操作マニュアルを

見ることなく操作できるや さしいシステムにする

・汎用性を考え、ウイン ドウズ上で動作するシステムとする

・マウスで操作できるようにする

(2)豊富で柔軟性 の ある検索 を可能 にする

・ソフ トの検索に必要 と思われる項 目を網羅す る

・中間一致方式の検索(項 目の どの位置 に検 索文字列が あっても検索で

きる方式)が できる

(3)内容や イメー ジで検 索す る手段 を もうける

・作品の内容お よびイメージのキーワー ドの項 目を設け、これ らによる

検索も可能にする

(4)静止 画像 を表示 で きるよ うにす る

・映像 ソフ トを代表す る写真(静 止画)を 取 り込み 、検 索結果 の画面 で

表示できる

(5)作成 したデー タベー スのデL・一・・一タをCD-ROM化 す る

2.1貸 出 ・販 売可 能ハ イ ビジ ョン ソフ ト台帳

「貸出 ・販売可能ハイ ビジ ョンソフ ト台帳」は、近畿地方における実践的な

ハイビジ ョンの普及を 目的に設立 された 「近畿ハイビジョン ・マルチユース協

議会」(1994年10月1日 よ り 「近 畿新映像 マル チユース協議会」と改称)が 、
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1994年1月 にハイ ビジ ョンソフ トを所 有 している団体を対象に実施 した 「ハイ

ビジ ョン ・ソフ トプライス調査」お よび 「ハイ ビジ ョンユーザーソフ ト調査」

の結果をまとめたものである。

この台帳 には、以下に示す ような件数のハイビジ ョンソフ トの情報が収録 さ

れている。

(1)ハ ー ドメー カ ー

(2)放 送 局

(3)ソ フ ト制 作 企 業

(4)公 的 団 体

(5)ハ イ ビジ ョンユ ー ザ ー

総 計

7機 関

4機 関

22機 関

4機 関

43機 関

80機 関

また 、 それ らの ソフ トを検 索 す るた め に、

(1)業 種 別 ・団 体 別 の 一 覧表 、

(2)ジ ャ ンル 別 の 一 覧 表 、

(3)タ イ トル50音 別 索 引 、

が 用意 され て い る。

123件

100件

lll件

47件

173件

554件

貸出 ・販売可能 ソフ トの個票には、図2.1お よび図2.2に 示す2種 類 の仕様 が

あ り、仕様1は 公 共 団体が保有す るソフ トについての個票、仕様2は そ の他 の

機 関が保有す る個 票 を示す。

なお、この台帳 に記載 されているハイ ビジ ョンソフ トを利用す るに際 しては

以下に示すよ うな注意が必要である。

・掲載 ソフ トの貸 出や購入を希望する場合は、直接各団体に問い合わせ る必

要がある。

・稟申の利用料金 はあくまで原則的なものであ り、利用者の種類(公 的機 関

か企業か)、 利用 期間 、観客数 な どの利用条件などによって禁中の料金 と異

なる場合がある。

・あらが じめ掲載 ソフ トの提供可能媒体 を見て、手持ちの再生機器で利用可
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能かどうかを確認する。

・掲載 ソフ トの媒体記録機器 と利用者の再生機器 とのメーカーが異なる場合

は、ソフ トが うまく再生 され ない ことがあるので留意する。詳細は各団体に

相談すること。

・掲載 しているソフ トの うち著作権が他者に帰属 しているものについては、

貸 し出 しの際、著作権者 了解が必要な ものがある。著作権者 との交渉のいか

んによっては利用できない場合がある。また、他機関への貸 し出 し条件 が明

確でないものや貸 し出し実績のない ソフ トも含 まれているので、票 中の 「貸

出条件など」の項 目をよく確認す る。詳細は各団体に相談のこと。
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様式1

6あ1-90.01

団体名 厚木市企画調整部情報政策課 TELO462-25-2460

作 品 名1厚 木の 自然1,IIl制 作1990年11月

内 厚木市周辺の春・夏・秋 ・一

容

時間15分 ×2分1種 類 に動画 口静止画 口混在

①媒体 ②フォーマット ③記録方式

媒 ロテープ ロ1イ ンチ ■べースバン ド ロデ ィジタル

口10カ セ ッ ト(ココW)□MUSE■ アナ ログ

口その他 口HVC規 格@媒 体記録機器メーカ

■デ ィスク ■レーザディスク[MPEG「 」

血ROM[OPEG(i》 特記事項

体 口MO口 その他 「 」

口その画]「 」

1に ついて ②その貸出条{弔ま ③貸出時の費用

貸 口考慮している 借入者の梛辰 口不要

■貸出条件が明確である 口公的機関のみ可 ■作業実績のみ

出 口貸出条件が明確でない 口法人格を有する必要有 口有料

口貸出実績有 口話でもOK(個 人)

条 口考慮していない 運営形態による制限十

口特定施設での上映を ■無料行事のみ可

件 条幽こソフトを作成 口有料でも可 円

全く判らない

等 自 他処可未 不

理 処 ⑤貸出時複写

④著作権について 己 者済能理 明 サービス
・HD著 作権の帰属 ■ 口口口 口 ■無 口有

他者の場合誰ですカ{](6特 記事項
・著作隣接権 口 ■口口 口

・ 口 ■口口 口

・HDソ フトにおいて複製 口 口■口 口

される著乍吻の著作権

図2.1様 式1の 個票
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様式2

1さ1-8901

巨体名 三縄 気 ㈱AVシ ステム事撒 進部企画部 皿D72α7()-6136

作 品 名1ノ>rビ ジ ョンアラカル トAl制 作1989年2月

内 HDとNrscの 解像度比較及び、HDの 各種応用事例の紹介、

容

時間113分1種 類1■ 動画 口静止画 口混在

①媒体 ③フォーマット ④記録方式

媒 ロテープ ロ1イ ンチ ロベースバンド ロディジタル

口10カ セ ッ トCロW)■MUSE■ アナ ログ

口その他 口HVC規 格(i媒 体記録機器メーカ

■ディスク ■レーザディスク ロMPEG「 」

口CDROM[OPEG⑥ 特記事項

体 口MO口 その他 「 」

口その他[]「 」

②媒体記録機器メーカー{三ヨ羊電機kk]

利 用 料 金 利 用 1日 3日 1週 間 1か 月 臓 特記

条件(単 位万円) ○ × (7日) (30日) 価格 願
公的機関が非営利で住民等 ○

を対象にする場合

公的機関が入場料を徴収し × 禾凋料金は別途ご相談させていただ

公的施設蘇1閲する場合 きま七

企業が商用の無料イベント ○

で顧客を対象に利用する場
A
口

企業が有料イベントで用い ×

る場合

例:入場料千円×千人程度

備

考

●貸出時複写サービス ロ無■有(金額 万円)● 作品の改編 □可■不可

●(社)日 本音楽著作権協会に対する上映使用料 ■必要 口不要

図2.2様 式2の 個 票
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2.2更 新 ・追 加 デー タ とそ の情報 収集

ハイ ビジョン映像 ソフ トデータベースの構築に際 しては、先に述べた ように、

豊富で柔軟性に富んだ検索機能 を持たせることを 目標 に した。そのため、従来

か らある台帳の映像情報のほかに、作品のジャンル、作品の内容および作品の

イメージに関す る情報を検索に使 えるように した。 とくに、作品内容や作品イ

メージはハイビジ ョンソフ トをその内容に関連 したキー ワー ドやイ メージを表

す形容詞で検索 しよ うとす る試 みである。 また、ハイ ビジ ョンソフ トを代表す

る写真 を検索結果の文字情報 と合わせて表示できれば、検索結果 の表示の質が

格段に向上すると考 え、写真の取 り込みも企画 した。

これ らの情報の収集のために、 「近畿ハイビジ ョン ・マルチユース協議会」

の名前でハイ ビジョンソフ ト所有団体にソフ ト情報の提供を依頼 した。

依頼 した情報の内容は以下のようである。

(1)作品のジ ャンル

作品 を芸術 、 自治体紹介など19の ジ ャンル に分 ける

(2)作品内容 のキー ワ・一ーーード

作 品内容を表すキーワー ドを複数つけてもらう

(3)作品イメー ジのキー ワー ド

作品のイ メージを表す形容詞を複数つけてもらう

(4)写真(静 止 画)

デ ータベ ース に登載すべ き作 品を代表する写真 を添付 してもらう

この写真をイメージスキャナで取 り込んで、データベースに組み込む

(5)写真 の表題

デー タベー スに登録
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ソフ ト保有機関に送 った変更 ・追加データの提供依頼 の文書を下に示す。

平成6年9.月6日

各 位

近 畿 ハ イ ビジ ョ ン ・マ ル チユ ー ス 協 議 会

貸出・販売可能ハイ ビジ ョンソフ ト台帳の送付ならびにお願いについて

拝啓

時下、ますます ご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、この度、みなさまのご協力により 「貸出・販売可能ハイビジ ョンソフ ト

台帳」が完成いた しま したので、送付致 します。 ご協力まことにあ りがと うご

ざいました。

昨年、近畿通商産業局指導のもと(財)大阪科学技術 セ ンター において 、当協議

会とともにハイ ビジョンソフ トの流通体制 を確 立すべ く、地域情報化方策検討

事業として 「大型映像情報システムにおけるソフ ト流通方策 の研究」 と題 して

調査研究会を実施 し、報告書が完成 しま したので併せて送付いた します。 この

報告書は、特に、大型の映像情報システムにお ける映像 ソフ トの利用 と運用 に

対す るニーズを把握するとともに、流通市場の形成方法 を検討 し、取 りま とめ

たものです。

なお、今年度は(財)大 阪科学技術セ ンター にて、当協議会 とともに 「ハイ ビジ

ョン大型映像 ソフ ト流通促進用データベースの構築」事業 として、この台帳「貸

出・販売可能ハイ ビジョンソフ ト台帳」のCD-ROM等 でのデ ー タベー ス化 を考

えてお ります。

つきま しては、大変恐縮ではございますが、台帳掲載 にご協力いただいた作

品の写真を別紙に基づき同封の封筒に9月19日(月)ま で に送付 して下 さい。

なお 、完成 した際にはご提供いただいた機関、全国の大型映像システムを導

入 している施設に対 し、広 く提供 していきたい と考えてお ります。

お忙 しい中、大変恐縮ではございますが、 ご協力の程 よろ しくお願いいた し

ます。

最後にな りま したが、この台帳を取 りま とめるに当た って、ご協力いただい

た皆様方に心より感謝いた します とともに、みなさまのご活躍を期待いた しま

す。

敬具
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「作品の写真の提出フォームについて」の依頼文を下に示す。

囲
作品の写真の提出フォームについて

◇次の方法でご提出お願い します。

口提出物

・作品に関連す る代表的な写真(1枚)

・ デ ィ ジ タ ル 画 像(windows)版 で 提 供 い た だ く 場 合 は
、

BMP,WMF,PCX,TIFFの いずれか でお願 い します。

・作品 のジャンル、内容のキー ワー ド、作品のイメージのキー ワー ドは、

検索のデータとして使用いた しますので、写真の提供が無理 な場合で

も、記入例に基づき様式にご記入の上、提出 して下 さい。
・写真 については、多少 トリミングを行 うこともあ りますのでご了承下

さい。なお、ご提供いただいた写真及びデータはCD-ROMと して関

係先 に広 くPRい た します。

口提 出方法

様式 に作品名等を記入の上、写真 を添付するなどして、どの作品の写真

かわかるよ うにして、同封返信封筒にて提出 して下 さい。

ロ提 出 先(問 合 わせ)

〒550大 阪 市 西 区靭 本 町1-8-4

(財)大 阪科 学 技術 セ ン ター 技 術 ・情 報 振興 部 牛川 あて

(tel)06-443-5321(ext273)

(fax)06-443-5319
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変更 ・追加データおよび写真 を添付 した用紙の様式を下に示す。

闇
機 関:

住 所:

担 当者 所 属 ・氏 名:

TEL: 台帳 ペ ー ジ

FAX:

作品名

写真の表題

作品のジャンル

(○印をつ け

て くだ さい)

(複数可)

(1)芸 術 、(2)自 治 体 紹 介 、(3)自 然 ・動 植 物 、(4)環 境 映 像 、(5)

風 景 、(6)映 画 ・ドラマ 、(7)教 育(自 然 科 学)、(8)教 育(人 文 科

学)、(9)ド キ ュ メ ン タ リー 、(10)音 楽 、(ll)歴 史 ・文 化 財 、(12)

ス ポ ー ツ、(13)古 典 芸 能 、(14)医 療 、(15)イ ベ ン ト、(16)イ

メー ジ ビデ オ 、(17)産 業 、(18)フ ァ ッシ ョン

(19)そ の 他()

作品内容の

キーワー ド

(複数)

作 品イ メー ジ の

キー ワー ド

(複数)

写真貼付場所
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最終の更新 ・追加データおよび写真の提供状況は以下に示す とお りであ り、

データが約38%、 写真 が約32%と な った。

表2.1更 新 ・追加 デー タお よび写真 の提供状況

業 種 ソフ ト保有状況 データ提供状況 写真提供状況
ハ ー ドメ ー カ ー 123件(7機 関) 100件(6機 関) 100件(6機 関)

放 送 局 100件(4機 関) 25件(1機 関) 18件(1機 関)

ソフ ト制作企業 lll件(22機 関) 23件(5機 関)

(新規1件)

16件(4機 関)

公 的 機 関 47件(4機 関) 10件(3機 関)

(新規8件)

4件(2機 関)

ユ ー ザ ー 173件(43機 関) 54件(14機 関)

(新規2件)

39件(12機 関)

合 計 554件(80機 関) 212件(29機 関)

(新 規11件)

177件(25機 関)
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2.3デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ構 成

(1)デ ー タベー スの作成 の手順

PHASEO

1.デ ー タベー ス・デー タ(文字列 デー タ)の整理

デ ー タベ ース入 力用 にフォーマッ トの統一

2.静 止画像デー タの入手 とその整 理

ハイビジョン大型映像製作会社に依頼

PHASE1

3.一 次 デ ー タベ ー ス(統 括 デ ー タベ ー ス)の 構 築

ハ ー ドウ ェア の 選 定

ソフ トウェ ア(デ ー タベ ー ス ・コア)の 選 定

デ ー タベ ー ス の設 計

デ ー タ の ロー ド

4.簡 易形 容詞 検 索 シ ス テ ム の構 築

PHASE2(注 意 参 照)

5.二 次 デ ー タベ ー ス(ユ ー ザ 配 布 デ ー タベ ー ス)の 構 築

ハ ー ドウェ ア の選 定

ソフ トウェ ア(デ ー タベ ー ス ・コア)の 選 定

デ ー タベ ー ス の設 計

デ ー タの ロー ド

6.三 次デ ー タベ ー ス(ユ ー ザ 配 布 簡 易 デ ー タ ビュ ー ア)の 構 築

ソフ トウェア(簡 易 ビュ ー ア)の 選 定 ま た は 作 成

デ ー タ の ロー ド

PHASE3
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7.CD-ROMの 作 成

8.報 告 書 の作 成

ユーザがデータベースシステムを持 っていない と予想 されるので、それ らの

「システムをどのよ うにするか」とい う問題がある。データベース・コア(デ ー タ

ベ ースエ ンジン)の標 準購入費用 は3-10万 円前後で あるので、CD-ROMの す べて

の配布先 のユーザ に購入 させ ることは難 しい。か といって、当委員会でこれ ら

のシステムを作成 し、配布することは資金的に困難が伴 う。

データベース ・コアを使わなくて も、情報を順次見 ることのできる簡易型デ

ータベース的なビューアを作成する
。簡易型 ビューア としては、DOSま た は

windowsに 付属す る コマ ン ドで最小 限の対応 をつけることとなる。したがって、

PHASE2で は、ユー ザ側 は指定 されたデ ータベL-一ーース コア を購入 す るこ とで、当初

の検索が可能 となることを想定する。 また、簡易 ビューアはユーザ側のシステ

ムに依存す ることが予想 され る。

作成の手順は以下の とお りである。ただ し、点線部分については時間的な余

裕のある場合のみに対応す る。

Original

CharacterData

⑭

D・t・b・ ・eD・ ・ig・ 醗

PrimaryDatabase

⑭

Editing

StaticImageDataEditing

㊥

Loadi"gO

Loading

図23ソ フ ト検索デー タベース システ ムの構築手順
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PrimaryDatabase

FuzzyDesign

PrimaryDatabase

ThirdlyDatabase

図2.4CD-ROM作 成 の 手順

(2)デ ー タの構成

デ ー タベ ースのデー タ構成 は、現在のところもっともすすんでいるリレーシ

ョナルモデルのデータベース管理システムを想定 し、データの格納効率および

データの利用時の分か りやす さを考慮 して決定 した。 もちろん、デー タの重複

にも配慮 し、正規化を行ってい る。

大型映像データベースのテーブル構成は、以下に示す作品1テ ー ブル 、作 品

2テ ーブル、団体テー ブル 、写真 テーブルの4テ ー ブル構成 となった。

作 品1テ ーブル はデー タベ ー スの 中心 となるテーブルで、検索に必要な項 目

をすべて網羅 している。

ジャンルは重要な検索項 目であ り、あらかじめ決められた19の ジ ャンル名 を

文字(漢 字)で 蓄 える こと と した。 この項 目はあらか じめ決 められた固定的な

項 目であるので、コー ドを作成 して もよいが、検索時のデータの可読性 を重視

して文字のままとした。
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内容のキー ワー ドおよびイメージのキーワー ドの項 目について も、文字(漢

字)の まま の情報 を入 力 し、 中間一致(検 索時に文字列 の どこか に検 索 したい

文字列があれば一致 したとみなす)方 式 の検 索方法 を とるこ とに した。も しも、

検索に多 くの時間がかか り、データベース として実用に耐えないことがあれば、

検索方式も見直すべきであ り、その評価は実験結果を待つことに した。

・作 品1テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

作 品 コー ド 文字 10 半角文字、インデ ックス

作品名 文字 93 全角文字

制作年 文字 8 YYYY-MM

再生時間 数値 単位 ・分

画像種類 文字 11 全角

団 体 コー ド 文字 6 半角文字、インデ ックス
、"

ン ヤ ン ノレ 文字 46 半固定

内容 の キー ワー ド 文字 86 複数可

イ メー ジ の キ ー ワー ド 文字 52 複数可

媒体テープ 文字 30

媒体ディスク 文字 21

貸出可否 文字 2 可または否

貸出条件 文字 34 公的機関、企業な ど

運営形態の制限 文字 40 有料も可、無料行事のみなど

・作 品2テ ー ブ ル

項 目 名 型 幅 備 考

作 品 コー ド 文字 10 半角文字、インデ ックス

作品内容 文字 255

媒体記録機器メーカー 文字 24

媒 体 フ ォ ー マ ッ ト 文字 25

記録方式 文字 20

マスター媒体 文字 22

特記事項 文字 54

費用 文字 96

複写サー ビス 文字 16

備考 文字 100

台帳ページ 整数
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・団体 テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

団 体 コー ド 文字 6 半角文字、インデ ックス

団体名 文字 28

部門名 文字 31

TEL 文字 29

・写真 テ ー ブル

項 目 名 型 幅 備 考

作 品 コー ド 文字 10 半角文字、インデ ックス

写真 グ ラフィックス BMP形 式

写真の題名 文字 40

(3)シ ステムの機 能

ハイ ビジ ョン大型映像 ソフ トを検索す るためのデータベースの機能は、映像

ソフ トの検索を中心にソフ ト情報の一覧表示、データベースのメンテナンスか

らなる(図25参 照)。

ハ イ ビ ジ ョ ン ソ フ ト

検 索 デ ー タベ ー ス

ソフ トの

検 索

ソ フ トの

一 覧 表 示

デ ー タ ベ ー ス

メ ン テ ナ ン ス

図25ハ イ ビジ ョンソフ ト検 索デー タベースの機能

映像 ソフ トの検索では、まず、作品のジャンル 、作品のキー ワー ド、イメー

ジのキー ワー ド、媒体の種類、再生時間などのい くつかの項 目を組み合わせた

検索が行われ、該 当する情報が抽出され る(図2.6参 照)。 そ して、抽 出 され た

候補案 の もっと詳細なデータ(写 真 、作 品内容 、貸 出条件 な ど)を 確 認 しなが
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ら不必要な情報を捨て、候補 を絞っていく。最後にい くっか残 った候補案 を印

刷 し、検索作業が終わる。

ジ ャ ンル 、 キ ー ワー ドな ど

に よ る検 索

写真、内容、貸出条件など

の詳細情報の確認

図2.6ハ イ ビジ ョン ソフ ト検 索 の手 順

ソフ ト情報の一覧表示は、データベースに格納 されているすべての情報 を一

覧表で表示す る機能 を有する。

データベースのメンテナンス機能は、ハイビジ ョンソフ トデータベースに格

納 されている情報をア ップデー トするためにもうけた機能で、データベース上

の4つ のテーブル、す なわ ち作品1テ ー ブル 、作品2テ ーブル 、団体テー ブル 、

写真 テーブルの情報 を別々に更新することができる。
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2.4汎 用 デ ー タ ベ ー ス の 選 定

下図にマルチメディアデータベースを実現す る過程 における技術要素 と情報

とを示す。

情報素材 → データベース形成 → データベース管理 → データベース利用
・デ ー タモ デル

・構 造記 述

・キ ー ワー ド付 与

・情 報 抽 出

・画像符号化 ・メデ ィア検索

・蓄積管理 ・メデ ィア統合

・通信ネ ッ トワーク

・応用システム化

データベース形成は、対象 とする情報素材か らの必要情報の抽出、メデ ィア

変換、情報結合や キー ワー ド抽出な どの情報空間へのアクセス路設定、情報フ

ィルタリングのための準備 をす る機能である。 とくにマルチ メディアデータベ

ースでは従来のデータベースに比較 してシステムコス トに占める構築 コス トの

割合が支配的 となる。

データベース利用機能 はマルチメディア情報を応用 し、外部に活かす演算 ・

操作全般 に対応す る。 とくにデータベースか ら所望の情報を取 り出す際 に、い

かにフレン ドリーにアクセスできるかが重要である。人間に とってわか りやす

い検索法、マルチ メデ ィアが本来持つ魅力やお もしろ さを十分に取 り入れた手

法が期待 される。

応用システム化は、個別の応用に最適なシステムの構築を行 う。元データを

改 ざん ・変形する場合 もありうるが、その場合には著作権への考慮が必要にな

る。

メディアか ら自由に情報が取 り出せ るには情報アクセス路の適切 な設計が必

要である。

目的 →

好み

感性

(情報 ア クセ ス路)→ マル チ メデ ィア

ア クセス ツール データベース
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ユーザーは情報収集、デザイン支援、娯楽、教養 など種々の 目的でデータベ

ースにアクセス して くる
。アクセスツールはこのようなユーザの個性的で多様

な情報選択をデータベースに対 して実行す る手段を提供する。

蓄積 された画像群 に対 して、ユーザの所望する検索条件や シーン状況を指定

して自由にアクセスするためのフレン ドリーな手法 として、ユーザの意志の記

述を行 うことが有効である。ユーザーは検索 したい状況、条件を想定 し、キー

ワー ドなどによ りそれを記述す る。システムはこれを解釈 し、蓄積 された情報

とのマ ッチ ングを取る。マッチングが成功すればユーザ定義の情報が出力 され

る。

システムは拡張性 を考慮 してオブジェク ト指向的な構造を とり、種々の方式

で獲得 されたデータを一元的な操作で利用できるようにするのが望ま しい。

データベースシステムは,さ ま ざま な種類 のイ ンデ ックス を備 えた個々のデ

ータを大量に蓄積 し
,必 要 に応 じてキー ワー ドな どイ ンデ ックスを特定す る情

報によ り検索あるいは引き出 しを行 うシステムである。通常は文字 によるテキ

ス トデータが主体であ り,イ ンデ ックス も短 いキー ワー ドによって検索す る。

最近はCD-ROMの よ うな大容 量記憶媒体 を備 えたパ ソコンを用いて,音 や画

像 を検 索,利 用 で き るマルチ メデ ィアデー タベースが可能にな りつつある。ス

ライ ドフィルムやマイクロフィッシュなど従来の光学的 メデアに較べてデータ

の扱いが高速で,柔 軟性 に優れ る。

デー タベー スにはカー ド型 とリレーシ ョナル型 とがある。

カー ド型では1枚 のカー ドにすべ ての情報 を記入する。

カー ド型データベースは,ち ょ うど情報 カー ドを使 ってデ ータを整理 した り

分類するよ うな感覚で使えるソフ トである。機能が分か りやす く,手 軽 に使 え

るので個 人 の蔵 書管理 程度に適 している。始めは扱い易いが,し か し情報 量 が

増加す ると管理 が困難になる。

リレーシ ョナル型は共通データと個別データとを分離 した ものである。何万
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件 と入 った 大 き なデ ー タ を扱 っ た り,複 雑 な構 造 の デ ー タ に 対 し複 雑 な検 索 が

必 要 な 場 合 に適 す る。 相 互 に関 係 の あ るい くっ か の テ ー ブル を組 み 合 わせ て 一

括 して 検 索 で き る 点 が 特 徴 で あ る。 テ ー マ ご とに別 々 に テ ー ブ ル を作 成 して お

い て,使 うとき に そ れ らを 自由 に組 み合 わ せ て 検 索 や デ ー タの 操 作 が で き る。

デ ー タベ ー ス ソフ トの 操 作 は 次 の4つ に 分類 で き る。

(1)デ ー タ項 目の種 類 や デ ー タ形 式 な どを設 計 す る

(2)デ ー タ を操 作 す る とき の画 面や 印刷 す る とき のデ ー タ配 置 を設 計 す る

(3)デ ー タ を入 力 す る

(4)デ ー タ を検 索 し,取 り出す

パ ッケ ー ジ と して販 売 され て い る ウイ ン ドウズ 上 の デ ー タベ ー ス と して は 、

い くつ か の デ ー タベ ー ス 管 理 シ ステ ム が 候 補 に 上 が る。 そ の うち 、 マ イ ク ロ ソ

フ ト(株)の 「MicrosoftAccessVersion1.1」 、 ボー ラ ン ド(株)の 「Paradoxfbr

Windows4.5J」 、 ロ一 夕 ス(株)の 「ア プ ロー チR2.IJ」 な どが 代 表 例 で あ る。

これ らの デ ー タベ ー ス 管 理 シ ステ ム の評 価 につ い て は 、非 常 に難 しい 問題 で

あ るが 、あ る コ ン ピュ ー タ雑 誌 が 実 施 したベ ンチ マ ー クテ ス トに よ る と1)、 「検

索(条 件 に 一 致 す るデ ー タ の検 索)」 、 「ソー ト(デ ー タ の 昇 順 、 降 順 の 並 べ

替 え)」 、 「抽 出(条 件 に一 致 す るデ ー タ の 検 索 ・抽 出)」 の い つ れ の項 目に

つ い て も、 ボ ー ラ ン ド(株)の 「Paradox」 が ま ん べ ん な く よい成 績 を残 して い

る。 ま た 、 グ ラ フ ィ ック ス の表 示 機 能(640*480ド ッ ト、1677万 色 のBMPフ ァ

イ ル の表 示)で も、 「Paradox」 は 「Access」 とな らん で 、 高 速 で あ っ た 。 ベ ン

チ マ ー クテ ス トは 、 ハ ー ドウ ェ ア の 特 性 な どに よ って 左 右 され 、 速 い ソフ トが

必 ず しも優 れ た ソ フ トウ ェア で あ る とい うこ とで は な い が 、 複 数 条 件 に よ る検

索や 中間 一 致 検 索 な どの複 雑 な検 索 が 必 要 な場 合 に は 、 速 度 が速 い こ とはや は

り武 器 に な る と考 え られ る。 ま た 、 「Paradox」 は 、オ ブ ジ ェ ク ト指 向 のデ ー タ

ベ ー スで あ り、 マ ウス な どを利 用 した使 い 勝 手 の よい ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 比 較

的簡 単 に作成 で き る こ と、 ソ フ トウェ ア の コス トも数 万 円 と手 ご ろ な こ とか ら、

今 回 は 「Paradox」 を選 択 す る こ とに した。
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ここで採用 している"ParadoxfbrWindows"の 特徴 は

① ビジ ュアル にデー タモデルを設定できる

② リンク機能 によ り参照元 のデータを変更す ると参照先 も自動的に変更

される

③メニュー選択が簡単,迅 速

④他 の ソフ トで作成 したデ ータが流用できる

⑤画像や音声データも扱える

⑥データ全体のクロス集計やグラフ化ができる

⑦ さまざまな検索手法が利用できる

⑧LANを 経 由 してのデー タ検索 ができる

とな る。

「Paradox」の主な仕様 を表2 、2に示す。

表2.2デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ムParadoxの 仕 様

最大項 目数 254

最大項 目長 4000バ イ ト

最大 ファイルサイズ 256MB

項 目 型 文 字 型 、 実数 型 、金 額 型 、 日付 型 、

整 数 型 、 メモ型 、 グ ラ フ ィ ック型 な ど

管理 ソフ トの機能 テ ー ブル の 定義 、 フ ォー ム 、 レポー ト、

問 い合 わせ 、ユ ー ザ メ ニ ュ ー の 作 成 な ど

<参 考 文 献>

1)WindowsMagazine,「 特 別 企 画

September1994

ア プ リケ ー シ ョ ン ベ ン チ マ ー ク 」 、P.165、
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2.5機 器構 成 とシス テム評 価

(1)シ ステ ム の 構 成 機 器

デ ー タベ ー ス シ ス テ ム を組 み 込 む コン ピ ュー タ シ ス テ ム と して は 、 シ ス テ ム

の互 換性 、お よび コス トを 考 慮 して 、パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を基 本 と した(図

2.7参 照)。 そ して 、デ ー タベ ー ス管 理 シ ス テ ム が ウイ ン ドウズ環 境 で 動 作 す る

た め、パ ー ソナノレコ ン ピュー タ のハ ー ドウェ ア に り い て は 、 「㎜OWS3.1」

が 動作 す れ ば よい こ とに した(図2.8参 照)。

CD-ROM

Drive

/、

CPU486-33MHzup

IBMPCclone

＼ ノ

HDD540MB

1

CPU:CentralProcessing

MSU:MainStorageUnit

HDD:HardDiskDrive
MSU8MB

図2.7ハ ー ドウエ ア構 成

PCDOS

Windows3.1up
Specified

DatabaseCore

図2.8ソ フ トウ ェア の 構 成

表23に デ ー タベ ー ス シ ス テ ム をイ ン ス トール して デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の
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評価テス トを行ったパーソナル コンピュータシステムの仕様 を示す。

表23デ ー タベ ー ス を イ ンス トール したパ ー ソナル コ ン ピュ ー タの 仕 様

CPU(ク ロ ック数) 80486(66MHz)

内蔵RAM 16MB

ハ ー ドデ ィス ク 500MB

OS DOSJ5.0/V

ウイン ドウ環境 wrNDOWS3.1

(2)デ ータベ ース システムの評価

作成 した映像 ソフ ト検索のデータベースシステムの評価 として、条件検索に

要する時間を計測 した結果 と、内容やイメージのキー ワー ドを用いた検索結果

について報告す る。

(a)検索時間の評価

先に述べたパ ー ソナルコンピュータ上で今回構築 したデータベースシステム

を本番のシステム と同 じ条件で動作 させ、検索時間を計測 した。なお、検索は

ユーザーメニュー上に作成 した検索用のフォームか ら起動 され、検索 され るデ

ータの件数は562件 であ った。 また、データベ ースのすべてのファイルはハL-一・一

ドデ ィスク上に置かれ ている。表24に 検索時間 の測 定結果 を示す。

表2.4検 索 時 間

検索実験の場合設定 検索時間

数値項目による検索(1条 件) 1秒 以下

文字項 目に よる検索(1条 件) 1秒 以 下

文字項 目の 中間一致検索(1条 件) 2秒 以下

文字 ・数値の組み合わせによる検索(2条 件) 2秒 以下

文字 ・数値の組み合わせによる検索(多 条件) 2秒 以下

検索結果をみると、あ らゆる条件における検索が非常に短い時間で終了 して

いることがわかる。検索時間は、ハー ドウェア構成、データベース管理 システ

ムが確保す るワーク領域の大きさなどによって影響 を受けると考え られ るが、
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先に示 したベンチマークテス トの結果 とっきあわせても、かな り信頼できる数

値ではないか と考 えられる。 この結果、rParadox」 をデー タベー ス管理 システ

ム として使用 したハイビジョン ソフ ト検索システムは、実用上問題 ない検索速

度を有 していることがわかった。

また、文字 と数値の組み合わせによる検索時において も、文字項 目の検索は

中間一致方式を採用 してお り、設計時 に懸念 していた中間一致方式の検索速度

も十分速いことがわかった。

(b)内容や イメージのキー ワー ドによる検索結果

本検索システムでは、ジャンルや ソフ トの再生時間な どの検索項 目のほかに、

内容 とイメージに関するキーワー ドを取 り入れ、ジャンルが 「スポーツ」で内

容が 「サッカー」、ジャンルが 「音楽」でイメージが 「勇壮」など、 ソフ トの

内容やイメージについての情報でも検索できるように企画 した。

検索実験を繰 り返 し行った結果、内容のキー ワー ドを用いた検索については、

ほぼ期待通 りの検索ができてい るものの、イメージのキー ワー ドを用いた検索

については、ほとんどのケースで うまく機能 しない とい う結果になった。

内容のキーワー ドについては、キーワー ドそのものもつけやす く、また、内

容の種類 もある程度に数に収束すると考えられる。

一方
、イメージのキーワー ドについては、自由につけることができる自由語

方式をとったために、人によってキー ワー ドの付 け方がまちまちになった り、

イメージのキーワー ドそのものがつけにくい性質のものであったな ど、検索に

有効に利用できるまでにはいた らなかった。今後、ある程度 キーワー ドの種類

を制限することなどの工夫が必要 と思われる。
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2.6デ ー タベ ー ス構 築 にお ける問題 点

文書データについてはすでにその本文か らのキー ワー ド自動抽 出が実現 して

いる。

画像や音響な どのメデ ィアについて も、その内容を理解 し、画像あるいは音

響データか らキー ワー ドが出力されれば、

(1)デー タ蓄積 にお けるキー ワー ド付 与の作業時間が短縮 され、

(2)デー タ蓄積 の コス トが軽減 でき、

(3)キー ワー ドの使 い方 のば らつ きが なくなって検索が容易になる,

な どのメ リッ トが得 られ る。

現在 の画像処理の技術水準では

①静止画の色彩分析か ら暖、寒な ど感性的な判定をする、

②画像理解 により自然の風景か、CG画 像か 、あるい は人 が登場 す るか、

な どの判定をす る、

程度 しか行えない。キーワー ド自動付与を実現す るには画像や音楽 について こ

の分野の研究を本格的に実行す る必要がある。
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2.7CD-ROM化

CD-ROMは 音楽用 のコンパ ク トデス ク と同 じ記録媒体にパ ソコンのデータを

焼き付けたものである。フロッピーデスクの500倍 に あた る540MBの 情報 が記

録で きる。デー タを読み 出すにはCD-ROMド ライブ とい う読みだ し装置 が必要

であるが,こ の装 置は あま り高価 ではない し,は じめか ら標 準装備 したパ ソコ

ンが主流にな りつつある。

一般に光デ ィスクは
,大 容 量記憶媒 体 と して の利用 法 と、出版、流通媒体 と

しての利用がある。前者は光磁気デ ィスク(MOD),後 者 はCD-ROMが 該 当す る。

データベー スな どの電子出版はCD-ROMの 得意領 域 であ る。西暦2000年 頃 に

はデ ィジタル ビデオデス ク(DVD)が 登場 し,動 画像 のデー タベ ース も実用 になろ

う。将来はDVDに よるパ ッケー ジ型 と高速通信網 によるネ ットワーク型 との競

合になる。

CD-ROMの 長所は

①大量生産 に適す る

②記憶容量が大きい(540MB)

③安価

④携帯性 良好

で あ り,短 所 は転送 レー トが低 く(150kB/s),ア クセ スが遅 い ことで あ る。 この

よ うな特性か ら,CD-ROMは システム内で用い られ る ことはなく,実 態 はデ ー

タや ソフ トを運搬す るオフライ ンの通信媒体である。CD-ROMは デ ジタル情報

出版 とい う新 しい業種を生みだ した。

CD-ROMの 中に格納 され たデー タベー ス用 のファイルの内訳は、データベー

スの4個 のテーブル 、12個 の フォー ム、1個 の レポー トか らなる。 全体の ファ

イルの数は23、 全体 のフ ァイル の容量は約30MBで あ る。
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第3部 構築デー タベース とその使用方法

3.1動 作 環 境

ハイ ビジョンソフ ト検索用に構築 されたデータベースシステムは、 ウイン ド

ウズ上で稼動す るデータベース管理システムである 「Paradox」(ボ ー ラン ド社)

を使 って開発 され た。 そのた め、コンピュータシステム としてはウイン ドウズ

環境でParadoxが 動作す る環境で あれ ば よいが、データベースシステムの動作速

度を考慮すると、ハー ドディスクの空き領域、メモ リ容量についても余裕があ

る方が望ま しい。

表3.1に 構 築 したデ ー タベ ース システムの動作環境を示すので、参考に してい

ただきたい。

表3.1ハ イ ビ ジ ョン ソフ トデ ー タベ ー ス シ ステ ム の動 作 環 境

CPU 80386以 上

RAM 5MB以 上

ハ ー ドデ ィス ク 25MB以 上

デ ィスプ レイ windows対 応 のデ ィス プ レイ

windows バ ー ジ ョン3.1以 上

マ ウス マウスでアクセスする機能がある

CD-ROMド ライ バ ISO9660規 格 が 読 め る もの

データベース管理システム Paradox4.5J以 上

ソフ ト検索システムの容量 30MB

なお、表3.1の 一番 最後 の行 に示 して あるハイ ビジ ョンソフ ト検索システムの

容量の数値は、CD-ROM化 され るシステムのデー タ部 分の容量で、CD-ROMか

らハー ドデ ィス クに コ ピー して運用す る。その方が、システム環境設定の容易

さ、速度、データのア ップデー トの点でも有利である。

今回、ハイビジ ョンソフ ト検索用 として開発 したデータベースシステムをパ

ー ソナル コンピュー タに組み込んで使用す る場合、先に示 した条件 を満たすパ
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一 ソナル コ ン ピュー タ 、デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム 「Paradox」 、お よびCD-ROM

装 置 が必 要 で あ る。

ハ イ ビジ ョン ソフ ト検 索 用 の デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の イ ン ス トー ル の 手 順 は

以 下 に示 す3段 階 で行 うと よい 。

(1)Paradoxの イ ンス トー ル

WindowsでParadoxを イ ン ス トー ル す る とき に は 、 下記 の 手 順 で実 行 す る。

・Windowsを 起 動 す る

・Paradoxの プ ロ グ ラ ムデ ィ ス ク1を ドラ イ ブAに 挿 入 す る(ほ か の ドラ イ ブ

か ら起 動 す る と きは ドライ ブAを 該 当す る ドラ イ ブ に 読 み か え る)

・Windowsの プ ロ グ ラ ムマ ネ ー ジ ャの メイ ン メ ニ ュー で[ア イ コ ン1フ ァイ

ル 名 を指 定 して 実 行(R)]を 選 択 す る

・[コ マ ン ドライ ン(C)]に"a:¥install"と 入 力 し
、[OK]ボ タ ン を選 択 す る

す る と、ParadoxfbrWindowsイ ンス トー ル ダ イ ア ロ グ ボ ック ス が 開 くの で 、

必 要 な事 項 を入 力 す る。 と くに 、 イ ンス トー ル 先 のデ ィ レク トリは 間 違 わ

な い よ うに指 定 す る こ とが 大 切 で あ る

・[実行(1)]ボ タ ン を選 択 して 、 選 択 した フ ァイ ル をイ ン ス トー ル す る

イ ンス トール 中 、 次 の デ ィ ス ク を ドライ ブ に入 れ る よ うに指 示 す る ダ イ ア

ロ グボ ック ス が 何 度 か 表 示 され るの で 、 そ の指 示 に従 っ て適 当 な デ ィス ク

を挿 入 して[了 解]ボ タ ン を ク リ ックす る。

(2)ハ イ ビジ ョン ソフ ト検 索デ ー タベ ー ス シ ス テ ム のイ ンス ト・・一ー一・"ル

先 に も述 べ た よ うに 、ハ イ ビジ ョン ソ フ ト検 索 用 のデ ー タベ ー ス の デ ー タ は 、

ハ ー ドデ ィス ク に コ ピー され て 運 用 され る の が 実 行 速 度 や デ ー タ の メ ンテ ナ ン

ス の 面 か らも都 合 が よい 。 ソ フ ト検 索 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の イ ン ス トー ル は

次 の よ うにす る と よい。

・Paradoxが イ ン ス トー ル され て い るデ ィ レ ク トリを確 認 す る
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・Paradoxが 自動 的 に作 成 す るデ ィ レク トリ"PRIVATE"の デ ィ レク トリを確

認 す る

通 常 、 この デ ィ レク トリはC:¥PDOXVVIN¥PRIVATE(あ る い はD:¥PDOX

WIN¥PRIVATE)に 指 定 され る

・CD-ROMの"HIVISION'の デ ィ レク トリのす べ て の フ ァイ ル を"PRIVATE

"デ ィ レク トリに コ ピー す る
。

ハ イ ビジ ョン ソ フ ト検 索用 に 作 成 され た デ ー タ ベ ー ス の テ ー ブ ル 、 フ ォ ー ム

な どの フ ァイ ル の一 覧 は表3.2に 示 す とお りで あ る。

表3.2CD-ROMに 蓄 え られ た検 索用 の フ ァイ ル

ファイルの種類 ファイル名 容 量

作品1テ ー ブル SAKUHrNIDB

SAKUHrNIPX

260kB

6kB

作品2テ ー ブル SAKUHrN2DB

SAKUHrN2PX

387kB

6kB

団体テーブル DANTAI.DB

DANTAIPX

10kB

6kB

写真テーブル SHASHrN.DB

SHASHINMB

SHASHINPX

SHASHrN.TV

18kB

27,885kB

6kB

lkB

トップ フォ ー ム 画像検索FSL 10kB

トップヘ ル プ フ ォー ム 肌PTOP.FSL
一

9kB

検索フォーム KENSAKUFSL 40kB

検索ヘルプフォーム HLP検 索.FSL 16kB

詳細表示 フォーム HYO兀FSL 25kB

詳細表示ヘルプフォーム HLP表 示.FSL 9kB

－ 覧 表 示 フ ォー ム ITrRAN.FSL 22kB

メ ンテ トップ フ ォー ム MENREFSL 12kB

作 品1メ ン テ フ ォー ム EDSAKU1.FSL一
16kB

作 品2メ ン テ フ ォ ー ム EDSAKU2.FSL
一

14kB

団体メンテフォーム EDDANTA.FSL
一

9kB

写真 メンテフォーム EDSHASI.FSL一
8kB

印刷 レポ ー トフ ォ ー ム rNSATSU.RSL 20kB
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(3)ハ イ ビジ ョン ソ フ ト検 索 プ ロ グ ラ ム起 動 用 の フ ァイ ル の コ ピー

ハ イ ビ ジ ョン ソ フ ト検 索用 の デ ー タベ ー ス シ ス テ ム を た ち あ げ る た めの フ ァ

イル(pdh.exe)が 作 成 して あ る。 この フ ァイル をC:¥pdoxwin(ま た はd:¥pdoxwin)

に コ ピーす る。

3.2ハ イ ビジ ョンソ フ ト検 索 用デ ー タベースの起動方法

ハ イ ビジ ョン ソフ ト検 索 用 デ ー タベ ー ス の 起 動 は 、 デ ー タベ ー ス 起 動 用 の フ

ァイ ル が作 成 され て い るの で 、 そ の フ ァイ ル を実 行 す れ ば よい 。

実 行 手順 を示 す 。

・windowsを た ち あげ る

・Windowsの プ ロ グ ラ ムマ ネ ー ジ ャ の メ イ ン メニ ュー で[ア イ コ ン1フ ァイ

ル名 を指 定 して 実 行(R)]を 選 択 す る

・[コ マ ン ドライ ン(C)]に"c:¥pdoxwin¥pdh .exe"と 入 力 し、[OK]ボ タ ン を

選 択す る

これ に よ り、 ハ イ ビジ ョンデ ー タベ ー ス の タ イ トル のCG画 面 が表 示 され た

後 、ParadoxfbrWindowsが た ち あ が り、 ハ イ ビジ ョン ソフ ト検 索 デ ー タベ ーーーース

の トップ メニ ュー フ ォ ー ム が 表 示 され る。 あ とは 、次 節 の操 作 方 法 に従 っ て 操

作 すれ ば よい 。
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3.3ハ イ ビ ジ ョン ソ フ ト検 索 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 法

ハ イ ビジ ョン ソ フ ト検 索 用 デ ー タベ ー ス が起 動 され る と、 そ の トップ メ ニ ュ

ー が表 示 され る
。

メニ ュー と して は 、

・条件 検 索

(検索 結果 の 詳 細 表 示 、 検 索 結果 の 印刷 を含 む)

・デ ー タベ ー ス の一 覧 表 示

・デ ー タの メ ンテ ナ ン ス

(作品1テ ー ブ ル 、作 品2テ ー ブル 、写 真 テ ー ブ ル 、 団体 テ ー ブ ル の メ ン

テ ナ ンス)

・終 了

の4つ か らな る。

ハ イ ビジ ョン検 索 デL-一一タベ ー ス の トップ メニ ュー を 図3 .1に 示 す 。

ハ イ ビ ジ ョンデ ー タへ ー ス検 索 シ ステ ム

大型映像データベース作成委員会

一 [三][三]

一

回

図3.1ハ イ ビジ ョン ソ フ ト検 索 デ ー タベ ー ス の トップ メ ニ ュ ー
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この トップメニューか ら、条件検索の機能を使いたければ 「検索」ボタンを

マ ウスで左クリック し、データベースの一覧機能を利用 したければ 「一覧」ボ

タンを左クリック し、データのメンテナンスの機能を使 いたければ 「メンテ」

ボタンを左クリックすればよい。終了時は 「終了」ボタンを左ク リックする。

「ヘルプ」ボタンを左 クリックすれば、操作方法についてのヘルプ画面が表

示 される。このヘルプ画面では、検索ボタンの機能、一覧ボタンの機能、メン

テボタンの機能、終了ボタンの機能について説明 している。

トップメニューにあるヘルプ画面を図3.2に 示す。

ヘ ル プ ー トップ メ ニ ュー に つ い て
了解

南

国

団

団

検索ボタン

一覧ボタン

メンテナンス
ボタン

終了ボタン

このボタンをマウスで左クリックする(ボ タンの印の

中にマウスカーソルをいれてマウスの左ボタンを押

す)と 、データベースの検索画面に移ります。

検索画面では、ジャンル、再生時間、内容のキーワー

ド、媒体などの項目を特定して検索ができます。

このボタンをマウスで左クリックすると、一覧表示の

画面に移ります。
一覧表示の画面では、データベースの全データを表形

式で見ることができます。Parado×の機能を使った検索

も可能です。

このボタンをマウスで左クリックすると、データベース

のメンテナンス画面に移ります。

メンテナンスの画面では、古くなったデータを修正する

ことができます。

データベースの作業を終了するときに左 クリックしま

す。

図3.2ト ップ メニ ュー のヘ ル プ 画 面

(1)条件検 索

ハイ ビジ ョン ソフ トの条件検索を行 うには、 トップメニューか ら 「検索」ボ

タンを左ク リック して、条件検索画面に移る必要がある。条件検索の画面を図

33に 示す。
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条件による検索

作品名

制作年

再生時間

画像の種類

団体コー ド

シャン」レ.環 ±貴映t象..

内容のキーワー ド.地 球..

イメージのキーワー ド

媒体デープ

媒体ディスク

貸出可否

貸出条件

利用形態の制限

〉:5〈10 困
詳細表示

元の画面へ

口
図33条 件検索画面

条件検索画面で、作品名、制作年、再生時間などの項 目に検索 したい文字列

や条件を記入 し、検索ボタンを左クリックすれば、それぞれの条件のすべてを

満たす ソフ トが抽出 され、その件数が示 される。

検索項 目の うち、再生時間、画像の種類、ジャンル 、媒体テープ、媒体デ ィ

スク、貸出可否、貸出条件、利用形態の制限の各項 目については、それ らの項

目の領域にマウスカー ソルを入れ、マ ウスを左ダブル ク リックす ると、それぞ

れの項 目にあわせ たポ ップア ップメニューが表示 される。項 目が文字型の場合

には、中間一致方式の検索を行 うため、文字列を".."で 囲む(例:音 楽 とい う

文字 が含 まれ てい るか どうかの条件は 。音楽.と 書 かれ る)。 数 値項 目の検 索

では、条件 は大 きい(〉)、小 さい(〉)、以上(〉ニ)、以下(<=)、 等 しい(=)の 記号 を使

って書 かれ る。

図3.4に 画像 の種 類 に割 り付 け られたポ ップア ップメニューの例 を示す。画像

の種類の領域にマ ウスカーソルを入れ、左ダブルクリックす るとこのよ うなポ
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ップアップメニューが現れる。 この うち、検索 したい画像の種類 を選び、その

領域をマ ウスで左ク リックす ると、その文字列が条件を記入す る場所に入れ ら

れる。

画像の種類

静止画

動画

混合

図3.4画 像 の種 類 の ポ ップ ア ップ メニ ュー

また、2つ 以 上の条件 が組 み合 わ さった複合条件は、AND条 件(2つ 以上 の

条件が ともに成 り立つ ことが必要)を 示す","、 お よびOR条 件(2つ 以上 の

条件 のいつれ かが成 り立てばよい)を 示す"OR"を 使 って記 述す る。

複合条件 の例

AND条 件 .数 値 が5以 上10未 満 〉=5,<10

0R条 件 秋 か春の どち らかが含 まれ る条件.秋 、.OR.春.

図35に 示す条件 検索 のヘル プ画面 には、以上に説明 した 「条件検索」をは じ

め、 「詳細表示」、 「元の画面へ」の各機能の説明が してある。
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ヘルプ ー検索 メニューにつ いて 了解

困
検索ボタン

'こ のボタンを左クリックすると、各項目(再 生時間、ジャンルなど)に 入力 された値

を条件にした条件検索が行われます。

・入力された条件にすべて合致するデータが抽出されます。

・画像の種類、ジャンル、媒体テープ、媒体ディス久 貸出可否、貸出条件 利用形態の制

限の各項目には、ポップアップメニューが用意されており、マウスの左ダブルクリッ

クで呼び出されます。
・データが数値の項目(再 生時間)の 条件は、大きい(〉)、小さい(〈)、以上(〉・)、以下

(〈・)、等しい(・)の記号を使って書くことができます。
'デ ータが文字である項目(再 生時間以外)の 条件は、ワイルドカード演算子".."を 使 うと便

利です。文字列め 中に映画が含まれているときの条件は、..映 画..と 書けます。

条件にワイルドカードを使わないと、文字列が完全に一致しない限り条件に合致したとはみ

なされません。
・2つ 以上の条件を組み合わせることもできます。条件がともに成立するAND条 件 を表す

には","を 、いずれかの条件が成立するOR条 件を表すには"OR"を 使 います。

例:数 値が5以 上10未 満の条件 〉・5,く10

映画かスホ。一ツのいずれかが含まれる条件..映 画..OR.ス ポーツ..

卵
羊細表示ボタン

このボタンを左クリックする

と、詳細表示画面に移り、検

索されたデータの内容を詳細

に見ることができます。

元の画面へ

終了ボタン

データベースの条件検索を終

了し、 トップメニューの画面

に戻 りたいときに左 クリック

します。

図3.5条 件検索 に配置 されたヘル プ画 面

「詳 細表示」ボタンは、条件検索を行った結果の情報 を詳細に表示 し、チ ェ

ックす るために使用す る。 このボタンを押す と、図3.6に 示す よ うなデ ー タの詳

細表示画 面が呼び出 される。
,

この一枚の画面に、ハイビジ ョンソフ トに関す るすべての情報 を収録、表示

する。直前の条件検索で条件 に合致 したデータが複数個ある時には、ス ピー ド

バーの矢印をク リックす ることで前後のデータを順次移動 しなが ら表示す るこ

とが で き る。
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データの詳細表示 一 ⑮ 晒 回

鼻
N

図

ω
・ひ

寸

ー
>
S
報

誉
酬
引

作品 コー ド:

作品名:

制作年=

再生時間:

画像の種類:

団体名=

ジ ャンル:

内容のキーワー ド:

一 ■

異国旅情シリーズ4カ ラ一方プスへ。イン

1991-08

14

動 画

(株)映 像 音 響 通信 社

風 景

ヒ。カソ9"リ?ラ カ"ラ ・]ル一二ャ サン・アントーン‡成 フィケ"ラス カ

ダ ケス

イ メー ジの キ ー ワー ド:明 る さ リラックス

媒体テープ:

媒体デ ィスク:

媒体フ ォーマ ッ ト:

記録方式:

マスター媒体=

内容:

1インチ

へ"一スハ"ント卓

テぐシ"タル,アナロク"

1インチテ"シ"夕1P

貸出可否:

貸出条件=

利用形態の制限:

費用

複写サ ービス:

備考:

写真:

新しい表現を絵画の世界に持ち込んだピカソと
ダリのふた りは共に陽光きらめくスへ。インで生ま
れ育った。彼らの足跡を辿りながら天才芸術家 写真の題名=
たちの感性を育んだスへ。右の魅力に迫る。

台帳ページ数=

可

公的機関、企業も可

無料、有料共に可

1日10万 円3日 別途見積1週
20万 円1月40万 円(公 的機関,

非営利)別 途見積(そ の他)

無

一逢

フィゲラス ダリ美術館
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図3.7に 詳 細表示 画面 の上部 のス ピー ドバーに配置 された矢印の記号を示す。

41 " 〈 φ レレ 1φ

図3.7ス ピー ドバ ー 上 の 矢 印

一番左の矢印を押す とデータの一番最初に移動 し
、左向きに2つ 矢 印が あ る

記 号を押す と1ブ ロ ック(画 面 によって異なる)前 の レコー ドに移 動 し、1つ の

左矢印 を押す と1つ 前 の レコー ドに移動す る。 同 じよ うに、右向きの1つ の矢

印 を押す と次の レコー ドに移動 し、2つ 右 矢印の記 号 を押す と1ブ ロ ック先 の レ

コー ドに移 動 し、右端の矢印を押す とレコー ドの最後に移動する。

データの詳細画面の上に配置 されている 「不要」ボタンは、条件検索 した結

果 として抽出され たレコー ドの うち不要 と思われる候補 を消去するときに使 う。

なお、消去 といって も、データベース として蓄えられているデータが消えるわ

けではないので、安心 して消せばよい。検索条件 に合致す るとして抽出 された

レコー ドのなかか ら、矢印ボタンと不要ボタンとを使って好ま しい と思われ る

少数の候補に絞ってい くことができる。

「印刷」ボタンは、先の操作で絞 られたハイビジョンソフ トの候補案 を印刷

す るためのボタンである。 このボタンを押す と、残っているレコー ドのすべて

が印刷 され る。 なお、1レ コー ドにっきA4用 紙1枚 が出力 され、そ の1枚 の

中に、デ ー タベ ー ス に蓄 え られているすべてのデータが打ち出される。印刷結

果の例を図3.8に 示す。

「元画 面へ」ボ タ ンは、データの詳細表示画面に張 り付け られているすべて

の操作を終了 し、 トップメニュー画面に戻るときに使用する。

「ヘルプ」ボタンを押す と、データの詳細表示画面には り付 けられた機 能に

関する説明が表示 され る(図3.9参 照)。
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ハイ ビジ ョン情報 1995年2月15日 水 曜 日 へ ーソ1

作品 コー ド

制作年

画像の種類

ジャンル

内容のキー ワー ド

1二1-92-01

1992一

静止画

自然 ・動植物 環境映像

作品名.

再 生時間.

自然 ロッキー山脈 動 物 環 境 アラスカ トマス・マンゲ 此

ン

イメージのキー ワー ド 雄大 美 しい 愛 ら しい

ImagesofNature

8 単位(分)

媒体テープ

媒体デ ィスク レーサ"一 テ"イ スク

媒体記録機器メーカ

媒体フォーマ ッ ト

記録方式

へ"一 スハ"ン ト"

アづログ

特記事項

マスター媒体

団体名

剖1門弟

内容

貸出可否

利用形態の制限

費用

複写サー ビス

台帳ペー ジ数

n木 電 気(株)

高 度映像メデ ィア開発本部事業推進部TEL:03-3798-9134

米 国 人写真 家トマス・マンゲ几ン氏の撮影 した 自然 と動物たちをテーマに した美 し
い写真127枚 をゆ った りとした音楽/サウンドエフェクトにのせて編集 した作品で

す。アラスカやロッキー山脈の大 自然やそ こに住むいろい ろな動物たちの美 しく愛
らしい姿をハイビジョンでいきい きと再現 しています。様 々な季節 ・場所で

可

無料行事のみ可

1日5万 円3日10万 円1週 間20万 円
1ヶ 月40万 円 販 売60万 円

無

87

貸出条件'

備考

公的機関、企業も
可

写真

写真の題名 アラスカン・フ"ラウン・へ"アー

・苅嬉・,

念M

び鼠 蝋
㌣ ㌧

〉 ×

図3.8印 刷 結 果 の例
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ヘルプー詳細表示画面について 一
この画面は、先の条件検索で、条件に合致するとして抽出されたソフ トの情報を詳

細に表示するためのものです。上部スピー ドバーの矢印キーを使 ってデータの間を

移動しながら、不要なデータを消去し、必要な情報を絞 り込んでいきます。

IHI調 川 ゆ川1叢 ㌫ こ轄 瓢 二霊 鑑 ㍍ ξ竪 データ間を移動するこ
移動ボタン ・(一 番左 の キ ー) 最初のデータへ

・(左 から2番 目)1ブ ロックデータ前へ(10デ ータ前へ)

・(左 から3番 目)1つ 前のデータへ

・(左 から4番 目)1つ 次のデータへ

・(左 から5番 目)1ブ ロック後ろのデータへ(10デ ータ後ろへ)

'(1番 右の記号)最 後のデータへ

[不 要]・ 呈2欝 左… クする・・現在画面に表示されて励 フトの卵 肖
不要ボタン

[印刷];c黍 ㌶;㌶ 三 匝亟]手 こ㌃ う難 灘
タのうち、消去されていない印刷ボ タン

データが印刷されます。

に戻 りたいときに左クリック終了ボタン

します。

図3.9詳 細表示 のヘル プ画 面

(2)デ ー タの 一 覧 表 示

デ ー タの 一 覧 表 示 機 能 は 、 トップ メニ ュ ー 画 面 の 「一 覧 」 ボ タ ン を左 ク リ ッ

クすることによって起動することができる。

デ ー タ の 一 覧 表 示 は 、 デ ー タベ ー ス に蓄 え られ て い るす べ て の レ コー ドの す

べ て の情 報 を 一 覧 表 の形 で表 示 す る もの で あ る。画 面 は 、図3 .10に 示 す よ うに、

横に長い表になってお り、キーボー ドの矢印キーもしくはマウスで画面右や下

にあるスライ ドバーをクリックす ることによって、左右上下にスク ロールす る

ことができる。 また、先 にも示 したス ピー ドバーの矢印を使 うこともできる。

そのときの各矢印の機能は先の時 と同様である。

この一覧表は、あくまで どの ようなデータ項 目が蓄積 されているか、 どのよ

うなソフ トが集 められているかを全体的にみ るためのものである。 この表を使

ってデータの変更やアップデー トはできるが、これ らのデー タは4つ のテ ープ
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ルか ら集 められたもので複雑であるので、別の 「データのメンテナ ンス」のメ

ニューで行 うのがよい。

この表でも、データの検索ができるので、その方法を説明す る。ただ し、作

品1テ ー ブル に含 まれ る項 目 しか検 索できないので注意を要する。

2/13/95

昌>1,tl

ParadoxforWindcrws 6:15AM▼ ▲

フ7〈Jし(E)編 集(E)フ ォーム(図)レ コード㈹ アロハ。ティ(Dウ ィンドウ(W)～ レフ。(ti)

,〉 レH

=}フ ォーム::PRIV:ITIRAN
.FSLl▼1▲

一

一

一
↓

データー覧表

作品コード 作品名 制作年 再生時間 画像の種類 団 体 コー ト'
■

シ ャン

1り1-89-02

1り|-90-01

一 ■ ■ ハイピヅヨンアラ撚A

解ビジョンアラ加トB

印象派の肖像

1989-02

1989-02

1990-11

13

11

6

動画

動画

静止画

10001S

10001S

10001S

その他

その他

芸術

÷ll

困
1[ll◆

582レ コ・ト1中の第lVl、 ト'[:PRIV:SAKUHINI.08】

図3.10デ ー タ の一 覧 表

デ ー タ の 検 索 の手 順 は 以 下 の よ うで あ る。 な お 、 説 明 の0の 中 は 、 「作 品

名 」 の項 目に 「印 象 派 」とい う文 字 列 の あ るデ ー タ を 検 索 す る場 合 の例 で あ る。

・カー ソル を検 索 した い項 目(列)に 入 れ る

(カー ソル を動 か して 、 「作 品名 」 と ころ に移 動 す る。 行 は ど こで も よ

い)

・Paradoxの 一番 上 に あ る メニ ュー の 中 の レコー ド(R)を マ ウス で 左 ク リ ッ

クす る。す る とポ ップ ア ップ メ ニ ュー が表 示 され るの で 、そ の 中 の 検 索(C)
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を左クリックす る。す るとまた、ポ ップア ップメニューが表示 されるので、

レコー ド番号(N)か 値(V)に よる検索かの どち らかを選択 す る。

(値(V)に よる検索 を選択す る)

・レコー ドの番 号 による検索の時には
、レコー ド番号を聞いてくるので、 レ

コー ド番号を入力 して、 「了解」ボタンをク リックする。

・値 による検索を選択 した場合
、検索する値(V)の 欄 に値 を入 力す る。そ の際 、

先 に示 した中間一致の検索方法も使 える。

(検索す る値(V)の 欄 に.印 象 派.と 入 力す る)

・項 目(F)の欄 が 「作品名」 になってい るか確かめる
。なっていなければ、そ

の欄の右端にある下向きの矢印をクリックし、項 目の候補か ら 「作品名」

を選択す る。

・ 「了解」ボタンを左クリックすると
、印象派 とい う文字が最初 に見つかっ

たところにカー ソルが移動す る

(3)データの メンテナ ンス

デ ータの メンテナンスは、データベースのデータを変更あるいは追加す る必

要が生 じたときに使用す る機能である。この機能は、メインメニューか ら 「メ

ンテ」ボタンを左 ク リックすることで起動 される。

なお、この機能は、データベースのデータをユーザのハー ドディスクに コピ

ー して運用 してい る場合に限 り利用す ることができる
。CD-ROMに デ ー タベ ー

スのデー タ を格 納 した ままで利用 している場合には、変更 したデータを格納す

ることができないので、データのメンテナンスは不可能である。

データのメンテナンスの機能がたちあがると、図3 .11に 示す よ うなデー タの

メンテナンスのメニュー画面が表示 される。

データのメンテナンスにメニュー画面には、

(a)作品1テ ー ブル のメ ンテナ ンス

(b)作品2テ ー ブルの メンテナ ンス
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(c)写真 テーブル のメンテナ ンス

(d)団体テーブルの メンテナ ンス

の4つ の機 能が は り付 け られて お り、それぞれのテーブル に格納 されているデ

ータの項 目を確認 しなが ら、適 当なテーブルのメンテナンス機能を使 うとよい。

デー タのメンテナンス

含まれるデータ項目

作品コー ド 作品名 制作年
再生時間 画像の種類 団体コー ドジ
ャンル 内容のキーワード
イメージのキーワード 媒体デーブ
媒体ディスク 貸出可否 貸出条件
利用形態の制限

作品コー ド 内容媒
体記録機器メーカー
媒体フォーマット 特記事項複
写サービス 備考

記録方式
マスター媒体
融台帳
ページ数

団体 コー ド
TEL －

元の画面へ

図3.11デ ー タの メ ンテ ナ ン ス の メニ ュ ー 画 面

(a)作 品1テ ー ブル の メ ン テ ナ ン ス

作 品1テ ー ブル は、

作 品 コー ド、 作 品名 、

画 像 の 種類 、 団体 コー ド、

イ メー ジの キ ー ワー ド、

貸 出 可 否 、 貸 出 条 件 、

の 各 項 目か らな る。

制 作 年 、 再 生 時 間 、

ジ ャ ンル 、 内容 の キ ー ワー ド、

媒 体 テ ー プ 、 媒 体 デ ィ ス ク 、

利 用 形 態 の 制 限
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作 品1テ ー ブ ル の メ ンテ ナ ン ス の画 面 を 図3.12に 示 す 。 こ の 画 面 で は 、1つ

の レコー ドが1画 面 に 配 置 され て お り、デ ー タの 前 後 へ の移 動 は 、 ス ピー ドバ

ー("ParadoxfbrWindows"と 表 示 され て い る行 の2つ 下 の 行)に 配 置 され た矢

印 記 号 を用 い る(図3.7の ス ピー ドバ ー の機 能説 明参 照)。

テ ー ブ ル の メ ンテ ナ ン ス作 業 は 、 まず 変 更 した い レ コー ドを 検 索 し、 そ の レ

コー ドを画 面 に 表 示 させ る。 そ の 後 、画 面 の 「編 集 」 ボ タ ン を 押 して 編 集 モ ー

ドに し、 変 更項 目に新 しい デ ー タ を入 力 す れ ば 、 テ ー ブル の デ ー タ は そ の 時 点

で 変 更 され る。

=コ12!15/95ParadoxforWindows3:55AMl▼1▲
1

ファつレ(F)編 集(E)フ ォーム(M)レ コード(R)フ 。□/1。ティ(P)ウ ィンド ウ(W)～ しフ。(旦)

図`・6画 図圓 鴎ll4門4卜 州 レ・1⑮ 働 口

一1フ ォーム::PRIV:EDSAKU1 .FSLl▼1▲
1

=

一

一

三
一

=

作品1テ ーブルの メンテナンス 一

一

=

作品コード:1-■ ■

作品名:わ フィニットエッシ←

制作年:1990-

:麟 、 動画10[垂]
団 体 コー ド:10002S

ジ ャンル:芸 術 元 の 画 面 へ

内 容の キー ワー ド=イ ンフィニットエッシャー エッシャー わ ンタ"CGシ ョーンオル ノン 坂 本

竜一

イ メ ー ジの キ ー ワー ド:

媒 体 テー プ:

媒 体 デ ィス ク:レ ーザーデ ィスク

貸 出可 否:可 貸 出条 件:公 的機 関 、企 業 も可

利 用 形 態 の制 限:無 料行 事 の み可

lll→
[ll◆
5̀62ぬ 一ド中 の第41臼 、ト"[:PRIV:SAKUHIN1.DB]

図3」2作 品1テ ー ブル のメンテナ ンス画 面

編集 モー ドになったか どうかは、一番大きな画面の一番下の右側の方に 「編

集」とい う文字が表示 されるので判定できる。

また、データを順次移動 しなが らデータを確認 していくには、スピー ドバー
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の矢印記号を使 う。

同 じ画面でい くつでもデータの変更や参照を行 うことができる。すべての変

更が終了 したら、 「元の画面へ」ボタンを押 して、メンテナンスのメニュー画

面に戻る。

(b)作品2テ ー ブル のメ ンテナ ンス

作品2テ ーブル には、作 品に関す る作品1以 外 のデ ー タが格納 され てい る。

作品2テ ーブルの項 目は、

作品 コー ド、 内容 記録形式、

媒体記録器期メーカー マスター媒体

媒体フォーマ ッ ト 特記事項 費用 複写サー ビス

備考 台帳ページ数

の各項 目である。

作品2テ ーブル のメ ンテナ ンス機 能 は、デー タのメンテナンスメニ ュー画面

の 「作品2DB」 ボタ ンを左 ク リックす るこ とで起動 され る。作品2テ ー ブル

のメンテナ ンスの画面 を図3 .13に 示す。

作品2テ ーブルのメンテナンス

ドーコ

..

品

書

作

内

媒体言己録機器メーカ:

記録方式:

マスター媒体:

特記事項:

費用:

複写サービス:

備考:

台 帳ページ数:

三 洋電機(株)

アナログ

1インチオーフ◆ン(アナロク")

別途 応談

有

使用料が必要

国

図3.13作 品2テ ー ブル の メ ンテ ナ ン ス画 面
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作品2の テーブル の メンテ ナ ンス も、作品1の テーブル の メンテ ナ ンス と同

様 、 まず変更もしくは追加 したいレコー ドを検索 し、 「編集」ボタンを左ク リ

ックして編集モー ドにしたのち、追加 、変更を行 う。

追加 ・更新作業が完了 した後、 「元の画面へ」ボタンを左 ク リック して、作

品2テ ーブル のメ ンテナ ンス作業が終了する。

(c)写真テー ブル の メンテナ ンス

写真 テーブルの項 目は、

作品コー ド、 写真 写真の題名

の3つ の項 目か らな る。

写真テー ブル のメンテナンス機能は、データのメンテナンスメニュー画面の

「写真DB」 ボ タ ンを左 ク リックす るこ とで起動 され る。写真テーブルのメン

テナンスの画面を図3.14に 示す。

写真テ ーブルの メンテナ ンヌ

作品 コー ド

1ソ1-92-10

編集 元の画面へ

図3.14写 真 テ ー ブル の メ ンテ ナ ンス 画 面
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写真テーブルのメンテナンス も、作品1お よび作 品2の テ ーブル の メンテナ

ンス と同様 、まず変更 もしくは追加 したい レコー ドを検索 し、 「編集」ボタン

を左ク リック して編集モー ドに したのち、追加、変更を行 う。

追加 ・更新作業が完了 した後、 「元の画面へ」ボタンを左ク リック して、写

真テーブルのメンテナンス作業が終了する。

(d)団 体 テ ー ブル の メ ンテ ナ ン ス

団体 テ ー ブル の項 目は 、

団 体 コー ド、 団 体名 部 門名

TEL

の4つ の項 目か らな る。

団体 テ ー ブル の メ ンテ ナ ンス 機 能 は 、デ ー タの メ ン テ ナ ン ス メ ニ ュー 画 面 の

「団 体DB」 ボ タ ン を左 ク リ ッ クす る こ とで 起 動 され る。 団 体 テ ー ブ ル の メ ン

テ ナ ンス の画 面 を 図3、15に 示 す 。

団体テーブルのメンテナンス

団体コー ド 団体名 部門名 TEL

一 三洋電機(株) AVシ万ム事業推進部企画部 0720-70-6136

10002S ソニー(株) HD刀 トセンター 03-5448-2125

10003丁 (株)東芝 HDシステム事業推進部H〕シ万ム営業部 03-5484-6032

10004N 日本電気(株) 高度映像メディア開発本部事業推進部 03-3798-9134

10005N 日本ビクター(株) 0297-36-1125

10006P ノ1。イオニア(株) システム事業本部 03-3495-9809

10007M 松下電器産業 0726-24-7760

20001K 関西テレビ放送(株) 経営企画局メディア開発部 06-315-2787

20002T 中京テレビ放送(株) 開発部 03-3543-1341

闇 元の画面へ

図3.15団 体 テ ー ブル の メ ンテ ナ ン ス画 面

団体テーブルのメンテナンスも、そのほかのテーブルのメンテナンスと同様、
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まず変更も しくは追加 したい レコー ドを検索 し、 「編集」ボタンを左ク リック

して 「編集モー ド」にしたのち、追加、変更を行 う。

追加 ・更新作業が完了 した後、 「元の画面へ」ボタンを左 ク リック して、団

体テーブルのメンテナンス作業が終了する。
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第4部 高精度画像データの使用方法

4.1動 作 環 境

本 研 究 で は 、デ ー タベ ー ス に格 納 され た画 像 に対 して 、ユ ー ザ が そ の ニ ー ズ

に応 じて使 用 で き る よ うに 、 少 し精 度 の 高 い 画 像 を提 供 して い る。 これ は 、 標

準的 に、

])OSIVsystem

Windows

256colorMonitor

が用意 で き る環 境 で使 用 す る こ とが で き る。 内蔵 メモ リー(RAM)は ㎜OWS

が動 く環 境 で あ る こ とか ら、4MB以 上 必 要 で あ る が 、 で きれ ば16MB程 度 が 望

ま しい。 さ らに 、DOS/V環 境 の み で も、BMP静 止 画 像 ビュー ワー(こ れ は 、 ブ

リー ソフ トで 各 種 の もの が供 給 され て い る)が あ れ ばそ れ を用 い て使 用 で き る が 、

そ の説 明 は こ こで は しな い こ と とす る。

本研究でのBMPフ ァイル の構成

本研究 で使用す るフ ァイルの容量は次のようになっている。格納 されてい る

のはBMPの みで あるが 、本研究 ではTIFも 比較検討 したので、そ の結 果 につい

ても表示 してある。

BMP TIF

標本数 177 177

中央値 33,908 176,084

最小 29,396 83,332

最大 525,604 1,388,754

範囲 496,208 1,305,422

合計 28,674,184 76,240,656

平均 162,001.05 430,738.16

分散 17,238,140,928.0 120,185,749,504.0

標準偏差 131294.10 346,678.16
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この結 果 よ り、BMPフ ァイ ル がTIFに 比較 して1桁 程 度 有 利 で あ る(BMPはTIF

の14%位 とな る)と 考 え られ るの で 、今 回 の格納 に はBMPを 用 い る こ と と した 。

ま た 、BMPの ヒス トグ ラ ム の結 果 は 図4.1お よび 図4.2に 示 され る。 これ らの結

果 よ り、送 付 され た 静止 画 像 の デ ー タ は、3つ の ク ラ ス タ に 分 か れ る よ うで あ

った。 この ク ラス タ は.BMPフ ァイ ル で考 え る と、13,000,90,000,135,000を 中心

に分布 して い る もの で あ る。

図4.2FilelengthoftheTIFimage
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4.2標 準的使用方法

ペイン トブラシの使用

本高精度画面を見るためには、まず、㎜OWSを 立 ちあ げて、そ僻 的

に添付 され るグループの 「アクセサ リ」の中にあるペイン トブ ラシを使用する

方法 とグループ 「メイン」にあるファイルマネージャを用いる方法がある。 こ

の手順は、㎜OWSを 立 ちあげる と、一般 にはプ ログラムマネージャが起動
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され、つぎのような画面 となる。 この画面は、使用 している状態により多少異

なることもあるが、ペイン トブラシを使用す るためには、この中にアクセサ リ

とい うグループがあればよい、また、ファイルマネージャを使用するためには、

この中にメインとい うグループがあればよい。最初に、ペイン トブラシを使用

す る方法を声明する。

圏

圏

國

園

圃

國

國

闇

闇

國

pic.4.1

も し、 この 画 面 とな らず 、以 下 の よ うな プ ロ グ ラ ムマ ネ ー ジ ャが 画 面 に表 示 さ

れ て い る場合(pic.4.2)は 、 この プ ロ グ ラム マ ネ ー ジ ャ を ダブ ル ク リ ッ クす れ ば 、

pic.4.2

画 面4.1が 現 れ る。 も し、画 面4.1の よ うな 画 面 が現 れ な い とき に は 、 シ ス テ ム

が 異常 と考 え られ るの で 、 シ ステ ム を再 度 イ ンス トー ル す る。

画 面4.1が 現 れ た ら、そ の 中の グル ー プ 「ア クセ サ リ」 を ダブ ル ク リ ックす る。

そ の結 果 、画 面4.3と な る。
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ノ

一
璽
レ

国

璽 轟ぺ霧 ＼

◎
カ ー ド
ファイル

圏 圃
髄

オ プジ ェク ト メディア サウン ド
バ ッケージ ャ ブレーヤー レコーダー

pic.4.3

この 中 のペ イ ン トブ ラ シ を選 択(ダ ブル ク リック)す る。 そ の 結 果 、次 の 画 面(pic.

44)と な る。

諸

■

■

●

口

口

O

pic.4.4

BMPフ ァイル を 参 照 す る た め に は 、 この画 面4,4よ り、 フ ァイ ル を ク リ ッ ク、

ま た はAlt+Fを 押 す 。

新規作成(N)

開く(O)

上書き保存(S)

名前を付 けて保存(A)

ペー ジ レイア ウ トの設定(T)

印刷(A)

プ リンタの設定(R)

ペ イン トブ ラシの終了(X)

これを選択
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フ ァイル の 下 に上 図 の よ うな 表 示 が現 れ る。

これ よ り、 「開 く(0)」 を選 択 し(ま た は 、0キ ー を 押 す)、CD-ROMの 中のBMP

フ ァイル を ク リックす る。 これ に よ り、 っ ぎの よ うな 画 面 が現 れ る。

一1ペ イン トブラシ ー無 題)1▼1▲

ファイル(E)編 集(E)表 示(V)文 字(T)オ プ シ ョン(0)ヘ ル プ(H)

詫
1
醒 円

冨 ◆1
日』 一1フ ァイルを開 く

冴疋犀

巨

血ぽ

/

ファイル名(亙): デ・レクトリQ):[[)K]

1・・b叩 …dbl・ ・¥・s・¥d・・

1キ ・ンヒル
1

口
1

■

声

一

一

匠ヨC:¥

巳usr

肪doc

一

一

1
口 ■

卜雛 蓑 …11

o
l『L
●
、
■≡≡≡
=
一
ー
一

.

ファイルの種類①:ド ライブ(y):

1ピ・トマ・ア(・ ・BMP…DIEI・1 1目c・ibmd。s」5・1±1

pic.4.5

この 図 の状 態 で は 、読 み 込 み の ドライ ブ がc(Disk)に 割 り当て られ て い る。も し、

CD-ROMが デ ィス ク ドライ ブDに 割 り当て られ て い る時 に は 、

ドラ イブ(呈)=

匡≡ヨc=ibmdos _」5v

pic.4.6

を ク リ ック して ドライ ブ をDに 変 更 す る。 も し、そ れ 以 外 の ドライ ブ に割 り当

て られ て い る ときに は 、 そ の ドライ ブ を選 択 す る。

日a

匡≡lc

匡1d ＼
pic.4.7

この よ うに ドライ ブDを 選 択 し、 そ の 中 のデ ィ レ ク トリBMPの 中 の
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デ ィ レク トリ(Q):

d:¥BMP

pic.4.8

BMPフ ァイル を検 索 す る。

ファイル名(旦)=

1・.bmPI・.dib

Pic.4.9

通 常 は フ ァイ ル 名 の とこ ろ が 図4.9の よ うに な っ て い るが 、 も し、これ 以 外 の 場

合 には 、つ ぎ の よ うに フ ァ イル の種 類 の ボ タ ン を ク リック してBMPを 選 択 す る。

図 は.MSPの とき を示 して い る。

フ ァ イル の 種 類 ①:

MSPフpイル(*.MSP)

pic.4.10

ペ イ ン トブ ラ シで は 、.BMP,DIB,MSP,PCXが 標 準 的 に使 用 可 能 で あ る。 こ の

よ うにBMPを 選 択 す れ ば 、CD-ROMに 格 納 され て い る ビ ッ トマ ップ 画 像 の フ ァ

イ ル名 を表 示 す る こ とが で き 、そ の フ ァイ ル 名 を ク リッ クす る こ とで 、 そ の フ

ァイ ル をペ イ ン トブ ラ シ に取 り込 む こ とが で き る。 も し、 ト リ ミン グ な どの簡

単 な画 像 処 理 な らば 、 これ を用 い て 可能 で あ る。 ま た 、数 種 の画 像 フ ァイ ル に

は変 換 もで き る。

ファイルマネージャの使用

前節ではペイン トブ ラシを使用 して画像を見る方法を述べたが、つぎに、フ
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アイル マ ネ ー ジ ャ を使 用 して 同様 に画 像 を見 る方 法 に つ い て 説 明 す る。 ウィ ン

ドウを立 ち あげ た の ち、プ ロ グ ラ ムマ ネ ー ジ ャ を起 動 す る に は 、画 面4.1お よび

画 面4.2と 同様 で あ るが 、こ こで は 、 フ ァイ ル マ ネ ー ジ ャ を立 ち あ げ る。 そ の た

め には 、 メイ ン を ダ ブル ク リ ックす る。

巽
メ イ

Pic.4.11

その結果、画面は次のようになる。

一 一1・
.

・ フPイル(Dデ ィスク(D)デ ィし外1」① 表示(y)オ フ。ショパΩ)ウ ィンドウ他)

ヘルア回IC.
Eヨali≡ ≡ヨcl[三三]dlD:CD-ROM
`

Cコd:¥ 一 iL

一〔⊃ 匡P1.BMP

一直BMP 匡P2.BMP
一c〕

瞠P3・BMP 一
一〔⊃ 匡
一〔ゴ 匡
－Cコ ・ 匿
一c] ,

-c}

D:に あ るデ ィ レク トリ

が表示 され る 1格誌__
匡
匡

匡
屋一

'll
111

11個 の フフイル(257
,07日1財 ト)を選択 フPイル数17個(411

表示 させたいファイル
をダブル クリックす る

pic.4.12

画面4.12に 示 されてい る よ うに、まず 、ドライブ(こ の例 の場合Dと なってい る

がCD-ROMの 指 定 された ドライブ を選 択す る)の 中の必要 なデ ィ レク トリク リ

ックすれば、右側にそのディレク トリに格納 されているファイルが表示 される。

この中より表示 させたいファイル名をダブルクリックすれば、そのファイルの

拡張子(こ こでは.BMPフ ァイル で ある)の意味 を解釈 して 、そ の拡 張子 に対応す

るシステムを自動的に起動 して、そのファイルを表示することとなる。 この場

合には、BMPな ので、ペイ ン トブ ラシが起動 され、そのダブルク リックされた

ファイルを表示することとなる。
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おわ りに

本研究ではCD-ROMを 媒体 とす るパ ッケー ジ形 のデー タベースを構築 したが,

今後 は方式選 定 にお いてネ ッ トワーク形 も考慮すべき状況にな りつつある。そ

の理由の一つが動画像への対応である。データベースに動画像 を加 えると,そ

の情報量 が膨 大で あ るために,パ ソコンをベー ス としたCD-ROMで は わず か な

時間の分 量 しか収録 で きない。また,転 送速度(読 みだ し速度)の 制 限 もある。

CD-ROMか らの動 画像再生 は1.2MB/sと い う転送速度 の範 囲 内で行 わ な ければ

ならない。そこで画像圧縮をかけた うえに画面あた りの画素数や毎秒 の表示フ

レーム数 を制限せ ざるをえない。現在VideofbrWindowsで 用 い られ てい るIntel

Indeoと い う形 式で は160×120ピ クセル,15フ レーム/秒 で あ る。 この場合,

CD-ROM1枚 で約1時 間の記憶 が可能 であ る。

したが って,あ くまでス タン ドア ロンな システムをね らうな ら,レ ーザ ーデ

ス クを採用す る必要 がある。

もう一つの解決法が通信ネ ッ トワークによるシステムである。

動画な どが見たい ときに見 られるビデオ ・オン ・デマン ドはネ ッ トワー ク形

マルチメディアの一つの有力な形態である。その構成は

(a)①情報 フ ァイル としての ビデオ(マ ルチ メデ ィア)サ ー バ、

②高速ネ ッ トワー ク(ISDNな ど)、

③ユーザ のセ ッ トトップボ ックス

から構成 されるシステムインフラと、

(b)大量かつ 多様 なマルチ メデ ィア ・コンテンツからユーザが容易に所望の

情報にた どりつ く情報ナ ビゲーション機能、

か ら成っている。 このシステム上に動画像を含むデータベースを構築する方式

が考えられ る。

ただ,ネ ッ トワー ク形 にはまだ多 くの技術課題がある。その実現の鍵は、通

信コス トのほかに通信 とコンピュータに関連す る技術要素 と、それ らを有機 的

に連携 させ るシステム統合技術にある。ユーザの立場に立った情報入力、編集・
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蓄積 、検 索 な どの諸 機 能 が 円滑 に お こな え る環 境 が実 現 され な けれ ば な らない 。

今 後 は デ ー タ ベ ー ス もイ ン タ ー ネ ッ トに よ る 分 散 ハ イ パ ー メ デ ィア に 拡 張 さ

れ る と予 想 され る。 イ ン ター ネ ッ トで の 情 報 検 索 ク ライ ア ン トと して 開 発 され

たMosaicで は キ ー ボ ー・一ーード操 作 を 必 要 とせ ず 、 必 要 とす る項 目を画 面 上 か らク リ

ックす る だ け で よい。 ま た 、CD-ROM内 蔵 パ ソ コ ン をベ ー ス とす るハ イ パ ー テ

キ ス ト1と 同 じ機 能 を有 す るWorld-WideWeb(WWW)も す で に存 在 して い る。

WWWは イ ン ター ネ ッ ト上 に あ る各 種 デ ー タ(テ キ ス ト、 音 声 、 グ ラ フ ィ ッ ク、

画 像)を 簡 単 に ア クセ ス で き る よ うに 、分 散 形 、 異種 プ ラ ッ トフ ォ ー ム で の動

作 、デ ー タ の共 有 マル チ メデ ィ ア化 な どを意 識 した シ ス テ ム 設 計 を行 っ て い る。

そ のデL-一・タ はMosaicソ フ トウエ ア に よ って ワー ク ステ ー シ ョンは も ち ろん 、Mac

やDOSバ7機 の よ うな パ ソ コ ンか らも ア クセ ス 可 能 で あ る。 さ らに,電 子 メー ル

に関 す るMulti-purposeIntemetMaleExtensions(M㎜)と い う標 準 規 格 で は 、メー

ル の 中 に各 種 マル チ メデ ィア情 報 を包 含 で き る よ うにな って い る。

現 状 で はイ ン タ ー ネ ッ トの 回線 容 量 が 部 分 的 に 不 足 して い て 、 レス ポ ンス タ

イ ム に課 題 を残 した ま ま で あ る。今 後 はATM公 衆網 の 充 実 と と も に この 課題 も

次 第 に解 決 され 、 イ ン ター ネ ッ トに よ るマ ル チ メ デ ィ アデ ー タベ ー ス の検 索 も

快 適 に行 え る もの と予 想 され る。

1【 ハイパーテキス ト】h
ypertext文 書は長い一本 の線 の よ うに、文字列が連

結 していて、読者は最初か ら順々に読むことになる。 しか し、ネ ッ トワーク状

に展開される文章、つま り、個々の項 目が網 目状に連結 されてい る形式の文書

では、その順序にかかわらず 自由に読む ことができる。 この ような連結形式で

はない構造の文書を実現 したものがハイパーテキス トである。最近では、コン

ピュータの進歩 とともに本格的なものが実現 されている。
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マルチメディアデー タベースの方式選定の考え方

この研究で構築 したデータベースでは媒体をCD-ROMと したが,こ こで はこ

れ を選 定 した背景 につ いて述べ る.

マル チ メデ ィアの利用 環境 には パ ッケージ形,ネ ッ トワー ク形,シ ア ター

形 のの三つが ある.

パ ッケー ジ形 はCD-ROMを 用 い,ビ ジネ ス分野 ,家 庭用 に数 多 く活用 され て

いる.こ の分 野で はマル チ メデ ィアを利用することでインタラクテブ性(対 話

性)を 用い,音 や 映像 を駆使 して説得力や興 味深いプ レゼ ンテーシ ョンを可能

とした.大 量 の情報 を収録す るカ タログ,電 話帳,カ ー ナ ビゲー シ ョンシ ステ

ムな どにも利用 されている.家 庭 内で はゲーム ソフ トが圧倒 的であるが,教 育,

教養 の 目的 に も用 い られ る.CD-ROMソ フ トは,元 来,文 字 情報 を中心 とす る

ものか ら始 ま り,出 版 社 と印刷 会社 が紙媒 体 に代 わるメデア としての電子出版

物 として取 り入れた.パ ッケー ジ形 はす でに普及期 に入 り、技術内容、サー ビ

ス内容での競争 になっている.

ネ ッ トワー ク形 マル チ メデ ィアは,LAN,ISDNな どの高速 な通信 ネ ッ トワー

クを利用 して,複 数 の コン ピュー タ端末 を相互 に接続 し,音 声,文 字,画 像 を

伝 送す る.ビ ジネ ス分 野で の共 同作 業支援 システム(グ ル ープ ウエ ア)で の動

きが活発 で ある.教 育機 関や医療分 野での応 用 も活発化 している.パ ソコンを

利用 したオ ンライ ンゲームやISDNに よるカラオケシステ ム も有 望視 されてい

る.

シアター形 マル チ メデ ィア は,公 共施設,ア ミューズ メン ト施設,ビ ジネ ス

施設 な どで利 用 され る.ハ イ ビジ ョン画像 を用い て住 宅 プラニングに利用 して

いる例 もある.テ ーマパ ー クで はアーケー ドゲームとして仮想空間でシューテ

ングを競 うものもある.
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環 境 パッケージ形 ネ ッ トワー ク形

形 態 ス タ ン ドア ロー ン

|

通信と処理の統合

媒 体 CD-ROMが 基 本 ISDN,LAN

対象機器 ゲ ー ム機 、パ ソ コ ン パ ソ コ ン,EWS、 サ ー バ

応 用 個 人 用

電 子 出版 、 ゲ ー ム 、

プ レゼ ンテ ー シ ョン

グループ利用

ニュース、電子新聞

遠隔教育 ・医療

マ ル チ メデ ィアデ ー タベ ー ス の 例 と して は,欧 米 で は 、著 名 な もの と して

"ル ー ブ ル美 術 館1-3" ,
"オ ル セ ー 美術 館"

,
"ナ シ

ョナ ル ギ ャ ラ リー ・オ ブ ・ア ー ト",
"ヴ ィ ンセ ン ト ・ヴァ ン ・ゴ ッホ" ,"デ ・イ タ リア"

な どが あ る.い ず れ も レー…iザー デ ス ク を記 憶 媒 体 と し,Macパ ソ コ ン上 で動 作

す る仕 様 で あ る.一 方,わ が 国 で はCD-ROMが 媒 体 で,

"日 本 の 唱歌"
,

が あ る.曲 名 を選 択 した あ とで メニ ュー か ら"歌"を セ レク トす る と,曲 が 演

奏 され る."場 所"を セ レク トす る と静 止 画 が 現 れ る.FM-TOWNS上 で 動 作 す る.

パ ソ コン のマ ル チ メデ ィ ア化 で 先 鞭 をつ けた の はApple社 のMacintoshで あ

る.最 近 はMicrosoft社 のWindowsで 簡 単 な ハ ー ドウエ ア の追 加 で マ ル チ メデ

ィア 化 が 可 能 に な り,応 用 人 口 の急 速 な広 が りが 可 能 に な っ た.マ ル チ メ デ ィ

アOSと して のWindowsは バ ー ジ ョン が3.1に な っ て か らは以 下 の機 能 を標

準 装備 す る よ うに な って い る.

MediaPlayer:動 画 や 音 声 の 再 生 ユ ー テ ィリテ ィー

SoundSystem:音 声 認 識 、 音 声 で の読 み 上 げ機 能

VideoforWindows:デ ジ タル 動 画 像 を扱 う

MediaControlInterface:各 種 周 辺 機 器 を共 通 の 自然 言 語 に近 い形 で 制 御 で

き る

Windows機 の 普 及 率 がMacintosh機 のそ れ に較 べ て圧 倒 的 に大 き い の で,デ

ー タベ ー ス が動 作す るプ ラ ッ トフ ォ ー一・ム と してwindowsが 有 望 で あ る.

以 上 の考 察 か ら,現 時 点 で はCD-ROMを 媒 体 と し,WindowsをOSと す るマ

ル チ メデ ィ ア形 デ ー タベ ー ス と した.
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BMPフ ァイル の格納 形式

BMPはWINDOWSで の画像の標準的 なファイル の形式 として使用 され る。こ

のBMPフ ァイル にはOSに よ りWINDOWSとOS/2の 両者 に対応 した ものがそ

れ ぞれ設 定されている。ここでは、本研究に用い られたBMPフ ァイル につ いて

説 明す る。表1,2,3に はBMPフ ァイル の先頭部分 の説 明 を行 っている。

BYTE
.

meamngS

0(00h) characterIB,

1(01h) character,M

2(02h) lengthof61ebyDWORD
6(06h) fburbytesofO(Oh)
10(OAh) location(start)ofbitmapbyDWORD
14(OEh) typeofbitmapbyDWORD

TableFileheaderofBMP

Byte
.

meamngS

18(12h) numberofpixel(vertical)byDWORD
22(16h) numberofpixel(horizonta1)byDWORD
26(lAh) numberofplanebyWORD(0001h五xed)

28(1Ch) numberoflpixelbitbyWORD

0001hblack&white

0004hl6color

0008h256color

0018hl6,770,000color

30(IEh) datacompressionmethodbyDWORD

00000000hnoncompression

00000002h4bitsrunlength

00000001h8bitsrunlength

34(22h) 20bytesofOOh

TableBitmapi㎡b㎜ationofBMP61e

Byte
.

meanlngS

54(32h) startpalletofBluebyBYTE

55(33h) startpalletofGreenbyBYTE
56(34h) startpalletofRedbyBYTE
57(35h) byteofOOh
58(36h) 2ndpalletofBluebyBYTE

TablePalletinformationofBrvll?file
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こ こで の 、Byteは 先 頭 か らの バ イ ト数 で 、 「BYTE」 、 「WORD」 、rDWORD」

は、符 号無 しの8,16,32ビ ッ ト長 の整 数 型 の デ ー タ を示 し、そ の 並 び は 低 い バ イ

トか ら順 に格 納 され る。 また 、 ひ とっ の パ レ ッ トは4バ イ トー 組 で 、 白黒 の 場

合 には2個 、16色 の場 合 は16個 、256色 の場 合 は256個 で 構 成 され る。 各3原

色 の 強 さは0か ら255ま で とな って い る。

ビ ッ トマ ップ の デ ー タ の並 び は 、一 つ の ピク セ ル が何 ビ ッ トで 構 成 され て い

るか に よ って 、 そ して 、 そ の ビ ッ トマ ップ の種 類 の デ ー タ で あ る か に よ り定 ま

る。 カ ラー 画 像 の 圧 縮 は 、

(1)全 く圧 縮 の か か っ て い な い 、い わ ゆ るベ タデ ー タ形 式

(2)4ビ ッ トの ラ ン レ ング ス圧 縮

(3)8ビ ッ トの ラ ン レ ン グス圧 縮

の3種 類 の もの が使 用 され る。

・白黒 画 像

白黒 画 像 の 場 合 に は 、1ピ クセ ル は1ビ ッ トで構 成 され る。 ビ ッ トが0の とき

は最 初 のパ レ ッ トの 、 ビ ッ トが1の とき に は 第2番 目のパ レ ッ トの 色 が ピクセ

ル の色 とな る。 通 常 は 、最 初 の パ レ ッ トの 色 は 「白」 で 、 第2番 目の パ レ ッ ト

の色 は 「黒 」 とな って い る。 最 上位 ビ ッ トで あ る ビ ッ ト7が 左 端 の ピ クセ ル 、

最 下位 ビ ッ トで あ る ビ ッ ト0が 右 端 の ピクセ ル とな る。 た とえ ば 、 バ イ トデ ー

タ が6Bhの 場 合 に は 、 そ の ピ クセ ル の並 び は 、

「黒 白 白黒 白黒 白 白」

(01101011)一>6Bh

・16色 画 像

16色 画 像 の 場 合 に は 、1ピ クセ ル は4ビ ッ トで構 成 され る。1バ イ トに は2ピ

クセル に対 応 す るデ ー タが格 納 され る。 上位4ビ ッ トは 左 側 の 、 下 位4ビ ッ ト

は右 側 の ピクセ ル とな る。 た とえ ば 、バ イ トデ ー タが42hで 、2番 目の パ レ ッ ト
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の色 が 「赤 」

「青

「0100

、 3番 目 の パ レ ッ トの 色 が

赤 」

0010」 一>42h

「青 」 の とき 、 ピ クセ ル の並 び は 、

とな る。

・ビ ッ トマ ップデ ー タ整 合 につ い て

ビ ッ トマ ップ の一 行 は 「ス キ ャ ン ・ライ ン:scanline」 と呼 ば れ る。 この ス キ ャ

ク ライ?の ビ ッ トマ ップ デ ー タ は非圧 縮 の32ビ ッ トを単 位 と して整 合 され て い

る。つ ま り、 ビ ッ トマ ップ の横 ピ クセ ル 数 が1ピ クセ ル で も、1ス キ ャ ン分 のデ

ー タの 大 き さは32/4バ イ トとな る
。 ビ ッ トマ ップ ・フ ァイ ル で は 、最 初 に 一番 下

底 の ス キ ャ ンデ ー タ、 次 に底 か ら2番 目の ス キ ャ ンデ ー タ と、そ れ ぞ れ 格 納 さ

れ る。

以下に256カ ラーの場合 の数値変換 のプ ログラム例を示す。

/★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

convertorwindow,s★.bmptonumerical(256color)

一ー一〉 ★.2qt

W工DTHrHE工GHT,

wlDTH _xo,HE工GHT_yQ,

data.....

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★/

#defineBFTYPE,M,★256+,B.

#defineXYHEADER181、

#defineXOO

#defineYOO

#defineCHARMAX255㎡

#include"stdio.h"

voidmain(argc,argv)intargc;char★argv[];

{

F工LE★fp,★fp2;

shortbfType;

longi,ゴ;

unsigne'dlonqbiWidth,biHeight,xO,yO;

unsignedintdata;

unsignedchardatac;

longbmpxseigounum;

if(argc!=3){

printf("bmp2gt<infile><outfile>¥n"};

exit(1);

}

fp=fopen(argv[1],ttrb・v),

if(fp==NU1、L}{printf(..[8s]-notfound¥n",argv[1]);exit(0);}

fread(&bfType,2,1,fp);/★BMP?★/

if(bfType!=BFTYPE){

printf(・ ・[8s]-notD工Bfile¥n",argv[1]);
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fc!ose(fp);

exit(1};

}

fp2=fopen(argv[2],11wll};

if(fp2==NULI、){

printf(tT[句s]-notfound¥n"rargv[2]);

exit(0);

}

/★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★/

fseek(fp,XYHEADER,0);

/★W工DTHS工ZE★/

fread(&biWidthr4,1,fp);

/★HE工GHTS工ZE★/

fread(&biHeight,4,1,fp);

bmpxseigounum=4L-(biWidth84);

if(bmpxse±gounum==4)bmpxseigounum=O:

/★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★/

xO=XO;

yO=yo;

fprin七f(fp2,"宅51d851d¥n",biWidth,biHeigh七);

/★ ★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★★★ ★★/

fseek(fp,(biWidth十bmpxseigounum},2);

for(i=0;i<biHeightli十 十){

fseek(fp,-2★(biWidth+bmpxseigounum),1);

for(ゴ=O;ゴ<biwidth;ゴ++)∫

fread(&datac,1,1,fp);

fprintf(fp2,,,宅3d"tdatac);

}

fprintf(fp2,tT¥nt・};

fseek(fp,bmpxseigounu皿,1);

}

fclose(fp2);

fclose(fp);

}
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ParadoxforWindowsに お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ に つ い て

(1)Paradoxの プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語ObjectPAL

ParadoxforWindowsは 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 の デ ー タ ベL-一・一ス 管 理 シ ス

テ ム で あ り 、 フ ォ ー ム と い う ビ ジ ュ ア ル な 画 面 を 使 い 、そ の 中 の ボ タ ン

や 四 角 形 な ど(オ ブ ジ ェ ク ト と 呼 ば れ る)に 組 み 込 ま れ て い る 動 作(「 メ

ソ ッ ド」あ る い は 「プ ロ シ ー ジ ャ 」と 呼 ば れ る)を 呼 び 出 し て 必 要 な 種 々

の 操 作 を 行 わ せ る こ と が で き る 。オ ブ ジ ェ ク トに 組 み 込 ま れ る 動 作 は 、

ユ ー ザ が 「ObjectPAL」 と い う名 前 の 付 け られ た 言 語 を 使 っ て 自 由 に 書

く こ と が で き る 。ObjectPALを 使 用 す れ ば 、 ボ タ ン 、 メ ニ ュ ー 、 ダ イ ヤ

ロ グ ボ ッ ク ス(デ ー タ や プ ロ グ ラ ム な ど を 入 力 す る ウ ィ ン ド ウ)、 メ ッ

セ ー ジ ボ ッ ク ス な ど を 備 え た ビ ジ ュ ア ル な ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 作 成 で

き る。

ObjectPALで の プ ロ グ ラ ミ ン グ は 、 従 来 の 言 語 と似 た 部 分 と し て 、 変

数 が 使 え る 、i£..then_else、whileル ー プ な ど の 制 御 構 造 を 備 え て い る 、

計 算 が で き る 、 関 数 を つ く れ る な ど が あ る 。 異 な る 点 と し て は 、Object

PALは オ ブ ジ ェ ク トベ ー ス の 言 語 で あ る こ と で あ る 。

ObjectPALは 、基 本 的 に オ ブ ジ ェ ク トを 操 作 す る 。オ ブ ジ ェ ク ト と は 、

フ ォ ー ム や レ ポ ー トを 作 成 す る と き な ど に 使 わ れ る 項 目や テ ー ブ ル の

枠 、線 、 円 、 図 形 な ど で あ る 。 オ ブ ジ ェ ク トは 、 そ の 外 観 と 振 る 舞 い を

定 義 す る プ ロ パ テ ィ を 持 つ 。 た と え ば 、 円 オ ブ ジ ェ ク トの プ ロ パ テ ィ に

は 、 サ イ ズ 、位 置 、 色 お よ び 枠 が あ る 。 こ れ ら の オ ブ ジ ェ ク トは フ ォ ー

ム 上 に 配 置 さ れ て 使 用 さ れ る 。

オ ブ ジ ェ ク トを フ ォ ー ム 上 に 配 置 して い く プ ロ セ ス は 「ビ ジ ュ ア ル プ

ロ グ ラ ミ ン グ 」 と 呼 ば れ 、ア プ リケ ー シ ョ ン の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を

フ ォ ー ム 上 に オ ブ ジ ェ ク トを 配 置 し な が ら作 成 し て い く こ と が で き る 。

ObjectPALの ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作 成 す る に は 、 フ ォ ー ム 上 に 、 先 に 項
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目、ボ タ ン、アイ コン、図形 な どを配 置 し、あ とか らそれ らの プ ロパ テ

ィを設 定す る。 フォー ムの外観 が完 成 した あ とは、ObjectPALを 使 用 し

て 、必 要 に 応 じて 、デ フ ォル ト(あ らか じめ 設 定 され て い る)の 振 る 舞

い を変 更 す る。

Paradoxの ア プ リケ ー シ ョン は 、ほ か のWindowsの ア プ リケ ー シ ョン と

同 様 、イ ベ ン ト ドリブ ンのイ ンタ フ ェー ス を備 えてい る。イベ ン ト ドリ

ブ ンイ ンタフ ェー ス とは、マ ウスの ク リックやデ ー タの入 力 な どの ユー

ザ の特 定 のア クシ ョンにのみ応 答 す るイ ンタ フェー スの こ とで あ る。要

す るに、ア プ リケー シ ョン を作 成す る とい うこ とは 、イベ ン トに対す る

オ ブジ ェク トの応 答 を定義 してい くとい うこ とで あ る。

フォー ム上 に 円を描 いた場合 、このオ ブ ジェ ク トは単 な る 円で は な く、

この円はイベ ン トに応 答 す る振 る舞 い を持 つ 円で あ る。デ フォル トで は、

作成 され ただ けの 円 は大 部分 のイ ベ ン トに応 答 しない。ObjectPALを 使

用 して 、あ る特 定 の イ ベ ン トが発生 した とき に、デ フォル トの振 る舞 い

と異 な る動 作 を行 うよ うに命 じるこ とがで きる。オブ ジ ェ ク トはデ フォ

ル トの応答 を1組 持 っ て お り、これ を 変 更 す る に は、オブ ジェ ク トの組

み 込み メ ソ ッ ドを変更す る。ObjectPALを 使 っ た プ ロ グ ラ ミ ン グ の 大 部

分 は 、 組 み込 み メ ソ ッ ドの修 正 に費 や され る。

ObjectPALで は 、基 本 的 に オ ブ ジ ェ ク トは独 立 してお り、フォ ー ムの

ほかのオ ブ ジ ェク トに影 響 を及 ぼす こ とな く、特 定 のオ ブ ジ ェク トの振

る舞い だけ を変 更す るこ とが で き る。この柔 軟性 のお かげ で 、個 々 のオ

ブ ジェク トのプ ログ ラ ミングが簡 単 にな り、また 、これ らの簡 単 に作 成

で きる個 々 のオ ブ ジェ ク トを組 み合 わ る こ とで複雑 な システ ム を構 築

す るこ ともで き る。

オ ブジ ェ ク トベ ー ス の システ ム を使 った シ ステ ム開発 は 、段 階 的 に開

発 を進 める こ とが 可能 で ある。オ ブ ジ ェク トの独 立性 が 高 い ので 、プ ロ

グ ラマ はほか のオ ブ ジ ェク トの こ とをあ ま り気 にせ ず に シス テ ム を作

71



り上 げ るこ とが で き る。よ く設 計 され た システ ムで は、一 つ の小 さな変

更 がそれ 以外 の と ころに影 響 を及 ぼす こ とは ない。

ObjectPALで は 、次 の よ うな 簡 単 な 手 順 で 、効 率 的 な シス テ ム を作 り

上げ る こ とがで きる。

・フ ォ ー ム に オ ブ ジ ェ ク トを 配 置 す る

・オ ブ ジ ェ ク トの プ ロ パ テ ィ を 設 定 す る

・必 要 に 応 じて 、オ ブ ジ ェ ク トの 組 み 込 み メ ソ ッ ドの 一 部 に カ ス タ ム

コ ー ド(ユ ー ザ がObjectPALを 使 用 して 開 発 し た コ ー ド)を 追 加 す る

(2)ObjectPALの 環 境

ObjectPALに は 、ObjectPALエ デ ィ タ お よ びObjectPALデ バ ッ ガ の2つ

の ツ ー ル が 用 意 さ れ て い る 。

・ObjectPALエ デ ィ タ に つ い て

ObjectPALの コ ー ドは 、通 常 、ObjectPALエ デ ィ タ を 使 っ て 作 成 さ れ る 。

プ ロ パ テ ィ メ ニ ュ ー か ら[メ ソ ッ ド]を 選 択 す る と 下 図 の よ う な メ ソ ッ

ドダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス が 表 示 さ れ る 。

囲

囮
画

図 メ ソ ッ ドダイア ログボ ックス

図 の組 み 込み ダ イ ア ログボ ックス の 「組 み 込み メ ソ ッ ド」パ ネル は、

このオブ ジ ェク トで使 用 で き る組 み込 み メ ソ ッ ドを一 覧表 示 して い る。
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組 み 込 み メ ソ ッ ドを 記 述 す るObjectPALエ デ ィ タ ウ ィ ン ド ウ を オ ー プ ン

す る に は 、 メ ソ ッ ド名 を ダ ブ ル ク リ ッ ク(マ ウ ス の 左 ボ タ ン を 短 時 間 で

2度 押 す こ と)す る か 、 あ る い は メ ソ ッ ド名 を ク リ ッ ク し て か ら[了 解]

を ク リ ッ ク す る 。

[新 しい カ ス タ ム メ ソ ッ ド(N)]項 目 に 値 を 入 力 す れ ば 、現 在 の オ ブ ジ ェ

ク トに ア タ ッ チ さ れ る(組 み 込 ま れ る)新 しい メ ソ ッ ドを 作 成 で き る 。

オ ブ ジ ェ ク トに 対 して 定 義 さ れ た カ ス タ ム メ ソ ッ ドは 、す べ て ダ イ ア ロ

グ ボ ッ ク ス の 「カ ス タ ム メ ソ ッ ド」 セ ク シ ョ ン に 表 示 さ れ る 。

[Var]ボ ッ ク ス は 、Varウ ィ ン ドウ と 呼 ば れ る 変 数 ウ ィ ン ド ウ を オ ー プ

ン す る 。 こ の ウ ィ ン ドウ で は 、オ ブ ジ ェ ク トに 対 して 、 グ ロ ー バ ル な 変

数 を 宣 言 す る 。

[Const]ボ ッ ク ス は 、Constウ ィ ン ド ウ と 呼 ば れ る 定 数 宣 言 ウ ィ ン ド ウ

を オ ー プ ン す る。Constウ ィ ン ド ウ で 宣 言 さ れ た 定 数 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト

に 対 し て グ ロ ー バ ル で あ る 。

[Type]ボ ッ ク ス は 、 ユ ー ザ 定 義 の デ ー タ 型 を 宣 言 す る ウ ィ ン ド ウ を オ

ー プ ン す る
。Typeウ ィ ン ド ウ で 宣 言 した デ ー タ 型 は こ の オ ブ ジ ェ ク トに

ア タ ッ チ され た す べ て の メ ソ ッ ドお よ び こ の オ ブ ジ ェ ク トが 持 つ す べ

て の オ ブ ジ ェ ク トで 使 用 で き る 。

[Proc]ボ ッ ク ス は 、 オ ブ ジ ェ ク トに 対 し て グ ロ ー バ ル な プ ロ シ ー ジ ャ

を 定 義 で き る ウ ィ ン ド ウ を オ ー プ ン す る 。プ ロ シ ー ジ ャ の 機 能 は メ ソ ッ

ド と ほ と ん ど 同 じ で あ る 。Procウ ィ ン ド ウ で 宣 言 さ れ た プ ロ シ ー ジ ャ は 、

こ の オ ブ ジ ェ ク トに ア タ ッ チ さ れ た す べ て の メ ソ ッ ドお よ び こ の オ ブ

ジ ェ ク トが 持 つ す べ て の オ ブ ジ ェ ク トで 使 用 で き る 。

[Uses]ボ ッ ク ス は 、ObjectPALラ イ ブ ラ リ ま た は ダ イ ナ ミ ッ ク リ ン ク ラ

イ ブ ラ リ(DLL)が 呼 び 出 す メ ソ ッ ド と 関 数 を 宣 言 す る ウ ィ ン ド ウ を オ ー

プ ンす る 。

各 メ ソ ッ ドに ア タ ッ チ さ れ た コ ー ドを 修 正 す る に は 、メ ソ ッ ドダ イ ア
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グ ラ ム ボ ッ ク ス か らObjectPALエ デ ィ タ ウ ィ ン ド ウ を オ ー・一プ ン す る 。 次

図 に オ ー プ ン さ れ た エ デ ィ タ ウ ィ ン ド ウ を 示 す 。
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【ηethodpushButton(>are>entlnfoE∨ent)

>arkenFormFormendVar

ifnotkenForm.open(":prl∨:kensaku.fsl",WinStyleDefault,

500,500,9600,6400)then

errorShow()

endif

kenForm.show()

kenForm.wait()

kenform.close()

endmethod

含一

一

=

[←llI→'偵 察r〒
=1～ 行=1

検索[ボ 妨】

図ObjectPALエ デ ィ タ

"P
aradoxforWindows"と い う表 示 の す ぐ 下 の 行 に あ る メ ニ ュ ー をO

bjectPALエ デ ィ タ メ ニ ュ ー と い い 、 そ の 下 の 行 に あ る 記 号 を ス ピ ー ドバ

ー と い う
。 こ れ ら はObjectPALエ デ ィ タ ウ ィ ン ド ウ が オ ー プ ン し て い る

と き の み 使 用 で き る 。

こ の エ デ ィ タ は 、テ キ ス トを 処 理 す る とい う意 味 で 、 ほ か の 標 準 的 な

エ デ ィ タ と 同 じ で あ る 。

ObjectPALエ デ ィ タ メ ニ ュ ー の うち 、[フ ァ イ ル(F)]メ ニ ュ ー 、[編 集

(F)]メ ニ ュL-一・一、[ウ ィ ン ド ウ(W)]メ ニ ュ ー 、お よ び[ヘ ル プ(H)]メ ニ ュ ー は 、

標 準 メ ニ ュ ー と 同 じ で あ る 。
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[言 語(L)]メ ニ ュ ー は 、ObjectPALの コ ー ドを 作 成 し て チ ェ ッ ク す る 場

合 に 使 わ れ る 。ウ ィ ン ド ウ 内 の コ ー ドの 構 文 エ ラ ー を チ ェ ッ ク す る に は 、

[言 語(L)]メ ニ ュ ー の 下 の[構 文 チ ェ ッ ク(C)]を 選 択 す る 。す る と 、 コ ン パ

イ ラ が フ ォ ー ム の コ ー ドを 検 査 す る 。 も し も エ ラ ー が 発 見 さ れ た ら 、オ

ー プ ン さ れ て い る エ デ ィ タ ウ ィ ン ド ウ の ス テ ー タ ス 行(下 の 方 で
、 「編

集 」 、 「行 」 な ど と表 示 さ れ て い る 行 の 左 側)に エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 表

示 され 、エ ラ ー の あ る 箇 所 に カ ー ソ ル が 移 動 す る 。エ ラ ー が な い と き は 、

ス テ ー タ ス 行 に"構 文 エラーは あ り ま せ ん"と 表 示 さ れ る 。

・ObjectPALデ バ ッ ガ に つ い て

[デ バ ッ グ(D)]は 、ObjectPALデ バ ッ ガ 機 能 を 使 用 す る と き に 使 う。Ob

jectPALデ バ ッ ガ は 、 統 合 型 の デ バ ッ ガ で 、 開 発 を 行 っ て い る 最 中 に こ

の デ バ ッ ガ を 使 用 で き る 。ObjectPALデ バ ッ ガ を 使 っ て 以 下 の よ う な こ

とが で き る 。

・ブ レー ク ポ イ ン トを 設 定 す る
。指 定 し た と こ ろ ま で の 文 を 実 行 さ せ 、

一 旦 停 止 さ せ
、 結 果 を 観 察 で き る

・コ ー ドが 実 行 さ れ る 度 に コ ー ドの 各 行 を 一 覧 表 示 させ る ト レ ー ス ウ

ィ ン ドウ を オ ー プ ン す る

・変 数 の 値 を 確 認 す る

・一 行 ず つ 実 行 す る(ス テ ップ 動 作)

・バ グ が な い こ と が わ か っ て い る メ ソ ッ ドな ど を 飛 び 越 す

(3)ObjectPALプ ロ グ ラ ミ ン グ の 例

こ こ で は 、ハ イ ビ ジ ョ ン ソ フ ト検 索 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を 作 成 す る

に 当 た り 、 フ ォ ー ム に ア タ ッ チ し た い くっ か の メ ソ ッ ド を 紹 介 す る 。

(a)条 件 検 索 画 面 の 「検 索 」 ボ タ ン の 「pushButton」 メ ソ ッ ド
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このプ ログ ラムは 、条件 検 索画面 の ジャ ンルや 内容 の キー ワー ドな ど

の各項 目の入 力 欄 に入 れ られ た条件 で、作品1テ ー ブ ル を 検 索 し、そ の

結 果 を ア ンサー ウィン ドウを開 いて報告 す る機 能 を有す る。

methodpushButton(vareventInfoEvent)

;変 数 の 定 義

varqQuery

sakuhinmei,seisakunen,saiseijikan,shurui,dantaimei,

janru,naiyou,imaji,b_tape,b_disk,kahi,jouken,keitai,

kensuuanyType

kekkaTCTCursor

endVar

;変 数 に 項 目 欄 の 値 を 代 入

sakuhinmei=作 品 名.Value

seisakunen=制 作 年.Value

saiseijikan=再 生 時 間.Value

shurui=画 像 の 種 類.Value

dantaimei=団 体 名.Value

戊an「u=ン'ヤ ン ル.Value

naiyou=内 容 の キ ー ワ ー ド.Value

imajiニ イ メ ー ジ の キ ー ワ ー ド.Value

b _tape=媒 体 テ ー プ.Value

bdisk=媒 体 デ ィ ス ク.Value

kahi二 貸 出 可 否.Value

jouken=貸 出 条 件.Value

keitai=利 用 形 態 の 制 限.Value

,抽 出 の 実 行

qニQuery

:priv:sakuhinl.dbl作 品 コ ー ド1作 品 名1制 作 年1再 生 時 間1

画 像 の 種 類1団 体 コ ー ド1ジ ャ ン ル1内 容 の キ ー ワ ー ド1

イ メ ー ジ の キ ー ワ ー ド1媒 体 テ ー プ1媒 体 デ ィ ス ク1

貸 出 可 否1貸 出 条 件1利 用 形 態 の 制 限l

Icheckl～sakuhinmeil～seisakunenl～saiseijikan卜shuruil_

団 体 コ ー ド1寸anrul～naiyoul～imajil～b _tapel～b_diskl
～kahil～joukenl～keitail

:priv:dantai.dbl団 体 コ ー ド1団 体 名l

L団 体 コ ー ド1～dantaimeil
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EndQuery

,検 索 で エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 は エ ラ ー 表 示

ifnotexecuteQBE(q)then

errorShowO

endif

,検 索 結 果 の 表 示 、 ア ン サ ー ウ ィ ン ド ウ の 作 成

ifkekkaTC.open(":priv:answer.db")then

kensuu=kekkaTC.nRecords()

ifkensuuthen

msginfo(ll報 告",String(kensuu)+

"件 の レ コ ー ド が 見 つ か り ま し た い')

else

msginfo("報 告1t,"該 当 す る レ コ ー ド は あ り

ま せ ん い')

endif

,検 索 用 の カ ー ソ ル の ク ロ ー ズ

kekkaTC.closeO

endif

endmethod

ま ず 最 初 は 、こ の プ ロ グ ラ ム で 使 用 す る 変 数 名 と そ の 型 を 定 義 す る 。

ジ ャ ン ル 、 内 容 の キ ー ワ ー ドな ど を 入 れ る 変 数 は"anytype"と し て 、 ど

の タ イ プ が 入 力 され て も い い よ うに し て い る 。"kekkaTC"は テ ー ブ ル

へ の ポ イ ン タ で あ る"TCursor"型 と して 定 義 さ れ て い る 。

つ ぎ に 、各 変 数 に 、検 索 画 面 の 条 件 を 書 き 込 む 領 域 に 入 力 され た 値 を

代 入 し て い る 。 た と え ば 、

saiseijikan二 再 生 時 間.Value

で は 、 再 生 時 間 と い う名 前 の 付 い た 項 目 に 入 力 さ れ た 値 が 、"saiseijika

n"と い う変 数 に 代 入 さ れ て い る 。

っ つ い て 、Querryと い う コ マ ン ドを 使 っ て 検 索 を 行 っ て い る ・ こ の

コ マ ン ドの 中 で 、変 数 の 前 に"～"マ ー ク が つ い て い る 変 数 は 検 索 の 条

件 に な っ て い る 項 目 、 前 に"_"マ ー ク が つ い て い る 項 目 は 複 数 の デ ー
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タ ベ ー ス を 結 び つ け る 項 目 を 示 し て い る 。

検 索 で エ ラ ー が な け れ ば 、ア ン サ ー ウ ィ ン ド ウ を 開 け 、条 件 に 適 合 し

た 件 数 を 報 告 す る 。件 数 を 数 え る の に 、nRecordsOと い う組 み 込 み 関 数

を 使 用 し て い る 。

最 後 に 、 検 索 用 の カ ー ソ ル を ク ロ ー ズ して 処 理 を 終 わ っ て い る 。

こ の 検 索 で は 、条 件 に 合 致 し た レ コ ー ドの 作 品 コ ー ドだ け か ら な る"a

nswer"テ ー ブ ル が つ く ら れ る 。 あ と の 詳 細 表 示 機 能 で は 、 こ の"answe

r"テ ー ブ ル を 作 品1、 作 品2な ど の ほ か の テ ー ブ ル と 結 合 さ せ て 用 い

て い る 。

(b)条 件 検 索 画 面 で ポ ップ ア ップ メ ニ ュー を利 用 す る 「mouseDouble」

メ ソ ッ ド

条 件 検 索 画 面 で は 、条 件 検 索 に使 う文字列 を キー ボー ドか ら入 力す る

こ ともで き るが、操 作 がわ か りや す い よ うに、条件 記 入枠 内 でマ ウス を

左 ダブル ク リックす る とポ ップ ア ップ メニューが表 示 され 、そ の 中か ら

適 当な条 件 を選択 で きる機 能 を作 り込 ん だ。その プ ログ ラム を下 に示 す。

methodmouseDouble(vareventInfoMouseEvent)

;変 数 の 定 義

varpPopUpMenuendVar

;ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー 項 目 の 設 定

p.addstaticTextC1ジ ャ ン ル")

P.addSeparatorO

p.addtext('`芸 術")

p.addtext(tt自 治 体 紹 介te)

p.addtext(tt自 然 ・動 植 物ll)

p.addtext('環 境 映 像t')

p.addtext("風 景`1)

p.addtext(tt映 画 ・ ド ラマ")

p.addtext(tt教 育(自 然 科 学)lt)

p.addtext("教 育(人 文 科 学)tt)

p.addtext(llト"キ ュメンタリー'`)

p.addtext("音 楽'1)

p.addtext(tt歴 史 ・ 文 化 財")
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p.addtext('1ス ホ.一 ツte)

p.addtext("古 典 芸 能lt)

p.addtext("医 療")

p.addtext('`イ へ"ン ト11)

p.addtext("イ メーシ"ヒ"テ"オ")

p.addtext("産 業'`)

p.addtext(llフ ァッションtl)

p.addtext("そ の 他1')

;ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー の 表 示 と 選 択 さ れ た デ ー タ の 取 り 込 み

theChoise=p.showO

;選 択 さ れ た デ ー タ を ジ ャ ン ル に 入 力

ジ ャ ン ル.value=tt..tt+theChoise+lt.."

if(ジ ャ ン ル.value="_.1')

thenジ ャ ン ル.value=""

endif

endmethod

このプ ログ ラム では 、まず 最初 に、ポ ップア ップ型 の変 数 を宣言 して

い る 。

次 に 、ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー の タ イ トル と 各 項 目 を 設 定 し て い る 。 つ

つ い て 、ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー を 表 示 し 、マ ウ ス ク リ ッ ク に よ っ て 選 択

され た 値 をtheChoiseと い う変 数 に 代 入 し て い る 。theChoiseと い う変

数 には、マ ウス で選択 され た文字 列 が代 入 され る。そ のた め、文 字列 の

前後 に""を つ け加 え て 、 中 間 一 致 の検 索 が で き る文字 列 に加 工 して

い る 。

if文 は 、ポ ップ ア ップ メニ ュ ー で 何 も選 択 されず にか え って き た場 合 、

その値 を空 白にす るよ うに してい る。

(c)メ ン テ ナ ン ス フ ォ ー ム か ら 次 の 作 品1テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス 画

面 を 呼 び 出 す 「pushButton」 メ ソ ッ ド

こ の プ ロ グ ラ ム は 、メ ン テ ナ ン ス の トッ プ メ ニ ュ ー か ら 、そ の 下 に あ

る作品1テ ー ブ ル の メ ンテ ナ ン ス を 行 うフォー ム を呼び 出す とき に使

わ れ る 「作 品1DB」 ボ タ ン に ア タ ッ チ さ れ た メ ソ ッ ドで あ る 。
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methodpushButton(vareventInfoEvent)

;変 数 の 定 義

varsakuFMFormendVar

;作 品1テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス 画 面 の オ ー プ ン

ifnotsakuFM.open(":priv:Ed _sakul.fsl",WinStyleDefault,

300,300,9900,6700)then

errorShowO

endif

;フ ォ ー ム へ の 入 力 待 ち

sakuFM.waitO

;フ ォ ー ム の ク ロ ー ズ

sakuFM.closeO

endmethod

ま ず 、 フ ォ ー ム 型 の 変 数sakuFMを 定 義 し て い る 。

つ づ い て 、 作 品1テ ー ブ ル を メ ン テ ナ ン ス す る フ ォ ー ム"Edsaku1.f

s1"を 表 示 位 置 を 決 め て オ ー プ ン し て い る 。 も し も オ ー プ ン 時 に エ ラ ー

が 発 生 す れ ば 、エ ラ ー を 表 示 す る ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス が 開 か れ 、表 示 さ

れ る 。

あ と は 、作 品1テ ー ブ ル を メ ン テ ナ ン ス す る 作 業 が 終 わ る の を 待 っ て 、

元 画 面 に 制 御 を 移 す 。

作 品1テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス が 終 了 し た と き に 押 さ れ る 「元 の 画 面

へ 」ボ タ ン に ア タ ッ チ さ れ た コ ー ドは 下 に 示 す よ う な 簡 単 な も の で あ る 。

methodpushButton(vareventlnfoEvent)

formReturn(川1)

endmethod

formReturnO関 数 は 、 画 面 の 制 御 を 元 の 画 面 に 戻 す 機 能 が あ る 。
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ハ イ ビジ ョンに ついて

1.ハ イ ビジ ョンの しくみ

ハイ ビジ ョンは単に現行テレビの走査線数を増や して高精細化 しただけでな

く,人 間の視覚 お よび心理 学的 な特性を考慮 し,よ り高い画質,よ り高い 臨場

感や迫力が得 られ るよ う規格が定められている.

高

い

テ

レ

シ ピ

(ノ)-1320

フ 毒

ス嶽

禾1055

リ ノ＼一 →ナノレ

1
工35mmプ リント

低850

2.35:1

図1各 種 映像 メデ ィ ア の比 較

ハイ ビジ ョンの ア スペ ク ト比(画 面 の横 と縦 の 寸 法 比)は,臨 場 感 や 迫 力 感

を高 め るた め に16:9と され た.ま た,視 覚 は2m以 上 で は ピ ン ト調 節 機 能

が低 下 す る こ とか ら,2～2.5mの 視 距離 と し,視 野 角 を30度 ま で 広 く取 っ た.

そ の結 果,家 庭 にお け るデ ィス プ レL・一・・の 画 面 サ イ ズ は50～60イ ン チ が 適 当 と

され て い る.走 査 線 数 は従 来 のNTSC,PAL,SECAMな どの 走査 線 数 と整 数 比 を

なす よ うに,1125本 と して い る.

図1に ハ イ ビジ ョン と他 の 画 像 メデ ィア との 比 較 を示 す.ま た表1に 従 来 の テ

レビ方 式 との 比 較 を示 す.
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表1.テ レ ビ方 式 の比 較

・・イ ビ ジ ヨ ン 現 行テレビ PAL/SECAM

元 吉 線 数 1125本 525本 625本

ア ス ペ ク ト 比 16:9 4:3 4:3

イ ン タ一水ル ー ス 比

(飛 び 越 し 走 査)

2二1 2:1 2:1

フ 仁 ゴ しド周波数

悔 秒画 像数)
6nBz 59.91Hz 50Bz

－

映 像 信 号 帯 域ll{,1 20MBz 4.2Mllz 6M日z

1`1'声{詩 ・変 調 ノ元式 PCM FM FM

ハイビジ ョン信号の帯域は1 .2Gbpsも あるので,そ のままでは放送衛 星の1

チ ャネル では とうて い納ま らないため,MUSEと い う帯域圧 縮技術 が開発 され

た.

2.ハ イ ビジ ョン音 声

ハイ ビジ ョンは よ り鮮明で迫力ある映像を提供す るが,音 声 も現行 のテ レビ

に較べて高品質で臨場感にあふれたものになっている.現 行 のテ レビで は2チ

ャンネルステ レオ で あるため,複 数 の人間が横 に並 ぶ と一方 のスピーカに近寄

ることになってステ レオ感が阻害される.ハ イ ビジ ョン音声 では4チ ャ ンネル

と し,前 方 に3チ ャネル,後 方 に1チ ャンネル を配 してい る(3-1方 式).後 方

の1チ ャンネル を さ らに遅延 回路で疑似ステ レオ化すれば,図2の よ うに5ス

ピーカに よるサ ラ ウン ド効果 のある音響を楽 しむ ことができる.

音声信 号は従 来 の よ うなFM変 調 に よる周波数多重方式 では な く,時 間的 にバ

ラバ ラに区切 った上 で,映 像信 号の垂 直同期期 間中にPCM符 号化 して伝送 され

る.現 行 テ レビの文 字放送 と似 た方法である.PCM符 号 はDANCE符 号化 法 に

よって情報圧縮 され てい る.

82



)

ス ピーカ

ハ イ ビジ ョン セ ン タ ー

＼ 受像機/ス ピ功
ピ焔 卜

、//、1(,) /

山

〕
ヂ

か ら吊 った
一力

(SL)

一灘 ㌣㍉
〔＼巌/〕 ‖

露

一

ノ響きの音

㊥(SR)

. 一`紅 で
、

＼一
こ証 ノ ＼

/ 《
図2ハ イ ビジ ョンの音声方 式

3.ハ イ ビジ ョンの特徴

ハイ ビジ ョンの特徴は

①画質がきめ細か く,画 面 が ワイ ドであ る.

走査線 が現行 テ レビの約2倍.画 面 の縦横 比は約30%横 長 になってい る.

②画面 に近づいて見 るこ とがで き,豊 かな臨場感 と迫 力 があ る.

高精細のため,画 面高 さの3倍 の距離 まで近づいて も粗 さが感 じられない.

また視野角が現行 テ レビの3倍 で迫力感 な ど心理 的効 果 が大 きい.

③高音質のダイナ ミックな音響 を提供できる.

音声はPCMで あ り,CDな み の高音質で ある.ま た大 画面 にふ さわ しい立

体的な音響が可能である.

な ど,現 行 のテ レビ方式 では得 られない特徴を備えている.
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4.ハ イ ビジ ョン用機器

ハイ ビジ ョン画像 を視聴するには専用の機器が必要である.こ こで は視聴者

に関連の ある機器 としてVTR,デ ィスプ レー,ア ップ コンバー タ,ダ ウンコ

ンバー タについ て述 べ る.

(a)VTR

放 送用:一 般 にス タジオ で使用 され てきたアナ ログ記録方式の1イ ンチオー

プ ン リールVTRは 性 能面お よび操作性 の点 で問題 が多いので,現 在 はデ ジタ

ルVTRが 番組制作 に用い られ てい る.

一般業務用:通 常のVHSカ セ ッ トよ りもひ とまわ り大 きい1/2イ ンチカセ ッ

トが開発 され た.ア ナ ログベー スバ ン ド記録方式 を採用 し,1イ ンチオ ープ ン

リールVTR並 の画質 と高音質の4チ ャネルPCM音 声 を記録 でき る.

家庭用:帯 域圧縮 されたMUSE信 号 をそ のまま(アナ ログ信 号 として)記 録 ・

再生す る廉価 なMUSE-VTRが 開発 され てい る.MUSE信 号で も従来 のNTSC方

式信号 に較 べ て情報 量が多いので,信 号 を複 数の磁気ヘ ッ ドに振 り分けて読み

書きするな どの工夫がされている.

なお,画 像録画 ではVTR以 外 に,30cmレ ーザーデス クを再生す るハ イ ビジ

ョンデスクプ レヤーや ワイ ドバン ド光デスクプ レヤーが実用化 されてい る.
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(b)ディスプ レー

臨場感 を楽 しむためには50イ ンチ以上 の画 面サイズが必要で,図4に 示す よ

うな種々の方 式があ る.実 用化 されてい る方式 としては,(1)CRT直 視形,(2)背

面投射形,(3)前 面投射形が ある.

CRT直 視形 は放送局 のモ ニタL-一一に適 してい る.し か しサイ ズが50イ ンチ にな

ると重量が150kgに 達 して大 きな問題 にな るので,36イ ンチ程度 が実用 上 の最

大寸法で ある.

背面投射形 は小形 のCRT画 面 をス ク リー ンの背後 か ら投影す るもので,明 る

い室内で も使用 できる.

前面投影形 は劇場 な どで大形 ス クリーンに投射す るためのもので,300イ ン

チ もの大画 面を実現 でき る.

現在 は直視形 と して平面 タイプのプラズマデ ィスプ レーが検討 され,投 射 形

として液 晶 ライ トバル ブが実用段階にある.

用 途

観視者数

スクリーン
サイズ

ー二 一
50"70" 100" 150" 200"

(蹴牛

CRＴCRT
リア

直視 投射

32"・367こ εb、
、

1リ ア

21・ ・ 投 射.
ずsc⊆ て

一'一
、

CRTフ ロント投射 ライトバルブ

LCDフ ロント投射

商品化

'

開発段階)

図4ハ イ ビ ジ ョ ン用 デ ィ ス プ レv-・一一の 方 式
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透過 式ス ク リーン

⇒列ス
/ 投写管(赤)

∪ ∂ ≒写管(緑)

'
cぐ 管(青)

図5投 射形ディ スプ レー

(c)ダウン コンバー タ

現行のNTSC方 式 の受像機 でハイ ビジ ョンのMUSE信 号に よる映像 を見 るた

めに用い る.ま ずMUSE信 号か らハイ ビジ ョン画像 を再生 してメモ リーに保存

し,そ れか ら現行 のテ レビ方式 に合致するように映像信号を再合成する.こ の

とき,情 報 が多 く脱落す るが,ハ イ ビジ ョン用 のテ レビカ メラは通常のものよ

りもはるかに優秀であるので,得 られ る画像 も一般放 送の もの よ りも高画質で

ある.ま た音声 もダイナ ミック レンジが広 く雑音の少ない特性 を活かす ことが

できる.な お,装 置価格 を下 げるた め"簡 易デ コー ド方式"の もの も市販 され

てい る.

ハイ ビジ ョン とNTSCテ レビで はアスペ ク ト比が異 なるので,ダ ウン コンバ

ー トの際 に図6の よ うに元 画面の左右 を切 り落 とすか,ま たは上下 に隙間 を設

けるか を しなければな らない.

ダ ウンコンバ ー タの映像 出力はRGB,S端 子,NTSCビ デオな どが用 意 され

ているが,NTSCビ デ オではせ っか くの高品質 画像 が劣化 して しま うので,そ

れ以外 の信 号 をデ ィスプ レーで用いることが望ましい.
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図6ダ ウン コンバー タにお け る画面変更

(d)ア ップ コンバ ータ

従来 のNTSC方 式の画像 をハ イ ビジ ョン規格 の画像 に変換する.ハ イ ビジ ョ

ンの ソフ トが不足 している今 日の状況下で,従 来の映像資源 をハイ ビジ ョン化

す るのに用い られる.

5.応 用 分野

ハイ ビジ ョンは当初 の 目的である衛星放送に利用 され る他に,そ の高画 質ゆ

えに放 送以外 の分野 にも活用 されつつ ある.

(a)映画産業

ハイ ビジ ョンのアスペ ク ト比16:9は35ミ リ映画 フィル ム と共通す る.

100～200席 のハ イ ビジ ョン ・ミニシア ターで簡単に映画 を楽 しむ ことができる.

またハイ ビジ ョンに よって映画 の撮影 をお こなえば,編 集 や画像合 成 が簡 易に

行 えるので,期 間短縮 と制 作 コス トの低 減 が可能である.

(b)CAD

CADで 設計す る場合 の形状確 認 を高精 細の画像で行 うことができる.ま たマ
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ルチ画面の画質も向上する.

(c)広告

ハイ ビジ ョンによるコマー シャル ビデオは迫力があ り,従 来 よ りも広告 の効

果 が高 くな る.

(d)医療

地方 にい る患者の病状 を,ハ イ ビジ ョン画像 と して通信 回線で中央に送るこ

とにより,高 度 な遠隔 医療 が可能 にな る.

(e)監視,計 測制御

医療施設,軍 事施設,原 子力 ・化 学プ ラン トの よ うな重要施設 の管理 に用い

る.

(f)教育

博物館や美術館 の所蔵物 を映像教材化 して利用す る,あ るいは遠 隔講義 に用

い る と臨場感が高いために効果が大きい.

(g)その他

印刷 分野や芸術分野 な ど,高 画質,高 音質 を活 か した応 用分 野が数 多 く考え

られる.
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